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ユーザー登録のお願い
今後の製品情報などを確実にお届けするため、お客様にユーザー登録をお願いして
おります。当社 Web サイトからご登録ください。

	 https://tmi.yokogawa.com/jp/support/

計測相談のご案内
当社では、お客様に正しい計測をしていただけるよう、当社製品の取り扱い、仕様、
機種選定、および応用に関するご相談を承っております。当社 Web サイトのお問い
合わせフォームをご利用ください。あるいは、直接カスタマサポートセンターでも
受け付けております（E メール、フリーダイヤル、FAX）。なお、価格や納期などの
販売に関する内容については、最寄りの営業、代理店にお問い合わせください。

	 https://tmi.yokogawa.com/jp/contact/

横河計測株式会社　カスタマサポートセンター
	 Email : tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp

	 FAX
ファクシミリ

042-690-88270120-137046
フリーダイヤル

受付：平日 9:00～12:00、13:00～17:00

PIM 106-17
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はじめに
このたびは、高速データアクイジションユニット SL1000 をお買い上げいただきましてあ
りがとうございます。このユーザーズマニュアルは、SL1000 の機能、操作方法、取り扱
い上の注意などを説明したものです。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、
正しくお使いください。
お読みになったあとは大切に保存してください。ご使用中に操作がわからなくなったと
きなどにきっとお役に立ちます。なお、SL1000 のマニュアルとして、このマニュアル
を含め、次のものがあります。あわせてお読みください。

マニュアル名 マニュアル No. 内容
SL1000
高速データアクイジションユニット
ユーザーズマニュアル

IM 720120-01 本書です。SL1000 の通信機能を除く
全機能と、その操作方法について説明
しています。

SL1000 アクイジションソフトウエア
ユーザーズマニュアル

IM 720120-61 SL1000 を設定、制御するためのアクイ
ジションソフトウエアの全機能と、そ
の操作方法について説明しています。

SL1000 入力モジュール仕様編 
ユーザーズマニュアル

IM 720120-51 SL1000 に装着できる入力モジュール
の仕様について、説明しています。

モジュールをご使用いただく前に IM 701250-04 モジュールの取り扱い上の注意につい
て説明しています。

701992 Xviewer  
インストールマニュアル

IM 701992-02 Xviewer* をインストールする手順につ
いて説明しています。

SL1000
High-Speed Data Acquisition Unit

IM 720120-92 中国向け文書

Safety Instruction Manual IM 00C01C01-01Z1 安全マニュアル ( 欧州の言語 )
*	 Xviewer のユーザーズマニュアルは Xviewer のヘルプとして閲覧できます。

各国や地域の当社営業拠点の連絡先は、下記のシートに記載されています。
ドキュメント No. 内容
PIM113-01Z2 国内海外の連絡先一覧

ご注意
・	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。

また、実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
・	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきの

ことがありましたら、お手数ですが、お買い求め先か、当社支社・支店・営業所まで
ご連絡ください。

・	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
・	 保証書が本書に付いています。よくお読みいただき、ご理解のうえ大切に保存してく

ださい。
・	 本製品の TCP/IP ソフトウエア、および TCP/IP ソフトウエアに関するドキュメントは、

カリフォルニア大学からライセンスされた BSD Networking Software, Release 1 をも
とに当社で開発 / 作成したものです。

商標
・	 Microsoft、Windows XP、Windows Vista、Windows 7、および Windows 8 は、米国

Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・	 Adobe、Acrobat は、アドビシステムズ社の登録商標または商標です。
・	 GIGAZoom ENGINE は横河電機 ( 株 ) の登録商標です。
・	 本文中の各社の登録商標または商標には、®、TM マークは表示していません。
・	 その他、本文中に使われている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。

 

16th Edition: November 2021 (YMI)
All Rights Reserved, Copyright © 2007 Yokogawa Electric Corporation
All Rights Reserved, Copyright © 2010 Yokogawa Test & Measurement Corporation
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履歴
・	 2007 年	9 月		  初版発行
・	 2007 年	12 月		 2 版発行
・	 2008 年	9 月		  3 版発行
・	 2012 年	7 月		  4 版発行
・	 2013 年	8 月		  5 版発行
・	 2014 年	7 月		  6 版発行
・	 2015 年	10 月		 7 版発行
・	 2016 年	2 月		  8 版発行
・	 2017 年	7 月		  9 版発行
・	 2017 年	10 月		 10 版発行
・	 2018 年	11 月		 11 版発行
・	 2019 年	7 月		  12 版発行
・	 2021 年	1 月		  13 版発行
・	 2021 年	4 月		  14 版発行
・	 2021 年	6 月		  15 版発行
・	 2021 年	11 月		 16 版発行
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梱包内容の確認

梱包箱を開けたら、ご使用前に以下のことを確認してください。万一、お届けした品の
間違いや品不足、または外観に異常が認められる場合は、お買い求め先にご連絡くださ
い。

SL1000 本体
背面の銘板に記載されている MODEL( 形名 ) と SUFFIX( 仕様コード ) で、ご注文どおり
の品であることを確認してください。

		

TRIG OUT TRIG IN

POWER

ON OFF

100-120 V
220-240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

GROUP UNIT SERVICE GO NOGO ALARM REMOTE SYNC OUT SYNC IN

LINK

ACT
ETHERNET
1000BASE-T

MODEL 仕様コード *1 仕様内容
720120 SL1000 高速データアクイジションユニット

8 スロット、最大 128M ワードメモリ
Xviewer 標準版 1 ライセンス (701992-SP01) 付き

電源コード *2 -M ・電源コード ( 部品番号：A1006WD、UL/CSA 規格適合、PSE 適合 )
・3 極 -2 極変換アダプタ ( 部品番号：A1253JZ、PSE 適合 )

日本国内でのみ使用可
・最大定格電圧：125V

-D UL/CSA 規格適合、PSE 適合、最大定格電圧：125V
-F VDE 規格適合、�最大定格電圧：250V
-Q BS 規格適合、�最大定格電圧：250V
-R AS 規格適合、�最大定格電圧：250V
-H GB 規格適合、最大定格電圧：250V
-N ブラジル規格適合、最大定格電圧：250 V
-T 台湾規格適合、最大定格電圧：125 V
-B インド規格適合、最大定格電圧：250 V
-U IEC プラグ Type B 適合、最大定格電圧：250 V
-Y 電源コードなし *3

付加仕様
( オプション )

/HD1 500GB 内蔵 HDD
/C10 イーサネットインタフェース
/P4 プローブパワー 4 出力
/XV0 Xviewer ソフトレス *4、 *5

/XV1 Xviewer 演算機能付加 (701992-GP01)*5

*1	� 仕様コードに ｢Z｣ が記載されている製品には、専用のマニュアルが添付されている場合があり
ます。標準のマニュアルと併せてお読みください。

*2	 付属の電源コードが、電源コードを使用する国や地域で指定されている規格に適合しているこ
とを確認してください。

*3	 本機器を使用する国や地域で指定されている規格に適合した電源コードをご用意ください。
*4	 USB で内蔵ハードディスクにアクセスするには Xviewer が必要です。
*5	 /XV0、/XV1 は同時指定できません。

No.( 計器番号 )
お買い求め先にご連絡いただく際には、この番号もご連絡ください。
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付属品
次の付属品が添付されています。品不足や損傷がないことを確認してください。

品名 形名 / 部品番号 数量 仕様
電源コード *1 A1006WD

A1009WD
A1054WD
A1024WD
A1064WD
A1088WD
A1100WD
A1101WD
A1102WD

1 UL/CSA 規格適合、PSE 適合
VDE 規格適合
BS 規格適合
AS 規格適合
GB 規格適合
ブラジル規格適合
台湾規格適合
インド規格適合
IEC プラグ Type B 適合

3 極 -2 極変換アダプタ A1253JZ 1 日本国内でのみ使用可、PSE 適合
アクイジションソフトウエア
(CD)*2

B8073ZA 1 SL1000 を設定、制御するためのアク
イジションソフトウエア

ソフトケース B8081HG 1 アクセサリー収容用
カバーパネル B8073CY 8 モジュール空きスロット保護用
底面脚用ゴム A9088ZM 1 1 枚 (2 個 )、後ろ脚に取り付けます。
マニュアル一式 IM 720120-01 1 高速データアクイジションユニット  

ユーザーズマニュアル ( 本書 )
IM 720120-61 1 アクイジションソフトウエア  

ユーザーズマニュアル
IM 720120-51 1 入力モジュール仕様編 

ユーザーズマニュアル
IM 701250-04 1 モジュールをご使用いただく前に
IM 701992-02 1 Xviewer インストールマニュアル *3

IM 720120-92 1 中国向け取扱説明書
IM 00C01C01-01Z1 1 安全マニュアル ( 欧州の言語 )
PIM 113-01Z2 1 国内海外の連絡先一覧

	

マニュアル一式アクイジション
ソフトウエア
B8073ZA(CD)*2

ソフトケース
B8081HG

カバーパネル
B8073CY  8枚

底面脚用ゴム
A9088ZM

UL/CSA規格、PSE
A1006WD

VDE規格
A1009WD

BS規格
A1054WD

AS規格
A1024WD

D F Q R

電源コード(仕様コードに合わせ、1本付属します。)*1

GB規格
A1064WD

H

3極-2極変換アダプタ
A1253JZ
(日本国内でのみ
使用可)

M

ブラジル規格
A1088WD

N

台湾規格
A1100WD

T B

インド規格
A1101WD

IECプラグType B
A1102WD

U

付属品は本機器の保証範囲に含まれません。
*1	 付属の電源コードが、電源コードを使用する国や地域で指定されている規格に適合しているこ

とを確認してください。仕様コードが「-Y」の場合、電源コードは付属されません。
*2	 CD には SL1000 アクイジションソフトウエアのほか、Xviewer 標準版が 1 ライセンス付いています。
	 /XV1 オプション付きには、Xviewer 演算機能付加版が 1 ライセンス付いています。
	 /XV0 オプション付きには、XViewer のライセンスは付いていません。
*3	 /XV0 オプション付きには付属されません。

梱包内容の確認
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モジュール ( 別売 )
モジュールに記載されている MODEL( 形名 ) が、ご注文どおりの品であることを確認し
てください。

MODEL( 形名 ) 名称 販売単位 略称
720211 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (2CH) 1 HS100M12
720250 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール 1 HS10M12
701251 高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール 1 HS1M16
701255 高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール 1 NONISO_10M12
720268 高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 ) 1 HV(AAF, RMS)
701261 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール 1 UNIVERSAL
701262 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 ) 1 UNIVERSAL(AAF)
701265 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール 1 TEMP/HPV
720266 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) 1 TEMP/HPV
701270 ひずみモジュール (NDIS) 1 STRAIN_NDIS
701271 ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 ) 1 STRAIN_DSUB
701275 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 ) 1 ACCL/VOLT
720281 周波数モジュール 1 FREQ

		

720250
HS10M12

上段：MODEL
下段：略称
モデルによって位置が異なります。

銘板

本書では、入力モジュールを「MODEL( 略称 )」で表記します。
たとえば、「高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール」は、「720250(HS10M12)」と表記し
ます。ただし、直前に同モジュールの記載がある場合などは、単に MODEL だけで「720250」
と表記することもあります。

 梱包内容の確認
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アクセサリ ( 別売 )
別売アクセサリとして、次のものがあります。アクセサリについてのお問い合わせやご
注文は、お買い求め先までご連絡ください。

・	 本書で指定されているアクセサリを使用してください。また、本機器のアクセサリは、
これらをアクセサリとして指定している当社製品にだけ使用してください。

・	 本機器のアクセサリを使用するときは、各アクセサリの仕様範囲内で使用してくださ
い。本機器やアクセサリを組み合わせて使用する場合、定格が低い製品の仕様範囲内
で使用してください。

品名 形名 / 
部品番号

安全規格 仕様 マニュアル No

絶縁プローブ 700929 1000Vrms CAT II 701250、720250、701251、720210、720211 用 （10:1）IM 700929-01J
701947 1000Vrms CAT II 100:1 安全プローブ、 

701250、720250、701251、720210、720211 用
IM 701947-01

電流プローブ 701930 300Vrms CAT III 150Arms、DC ～ 10MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

IM 701930-01

701931 300Vrms CAT III 500Arms、DC ～ 2MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

IM 701931-01

701932 300Vrms 30Arms、DC ～ 100MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

M 701932-01

701933 300Vrms 30Arms、DC ～ 50MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

IM 701933-01

701917 5Arms、DC ～ 50MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

IM 701917-01JA

701918 5Arms、DC ～ 120MHz、 
プローブパワー端子 (/P4 オプション ) または別売
のプローブ電源 (701934) に接続して使用

IM 701917-01JA

10:1 パッシブプローブ 701940 － 701255 での非絶縁入力時：600V 以下、
上記以外の絶縁入力時：42V 以下 

IM 701940-01

702902 1000V(DC+ACpeak) 
CAT II

10:1 安全プローブ、広温度範囲 絶縁型 BNC 用、
701250、720250、701251、720210、720211 用

IM 702902-01JA

差動プローブ 700924 1000Vrms CAT III 1000:1、100:1 の切り替え可能、
測定可能な電圧：1400Vpeak(1000Vrms)

IM 700924-01

700925 1000V(DC+ACpeak) 
CAT III

100:1、10:1 の切り替え可能、
測定可能な電圧：500Vpeak(350Vrms)

IM 700925-01J

701926 1000Vrms CAT III 1000:1、100:1 の切り替え可能、
測定可能な電圧：7000Vpeak(5000Vrms)

IM 701926-01

1:1 BNC セーフティアダ
プタリード

701901 1000Vrms CAT II 701250、720250、701251、720210、720211 用 
別売の 701954、B9852MM、B9852MN、758922、
758929、758921 と組み合わせて使用

－

701904 1000Vrms CAT II
600Vrms CAT III

701267、720268 用、別売の 701954、B9852MM、
B9852MN、758922、758929、758921 と組み合わせ
て使用

－

測定リード 758933 1000Vrms CAT III 長さ 1m、701267 用 
別売の 701954、B9852MM、B9852MN、758922、
758929、758921 と組み合わせて使用

－

ワニグチクリップ ( ドル
フィン型 )

701954 1000Vrms CAT III 2 個で 1 単位 ( 赤 / 黒 ) －

安全ミニクリップ ( フッ
ク型 )

B9852MM 1000Vrms CATIII 黒 －
B9852MN 1000Vrms CATIII 赤 －

ワニグチアダプタ 758922 300Vrms CAT II 2 個で 1 単位 －
758929 1000Vrms CAT II 2 個で 1 単位 －

フォーク端子アダプタ 758921 1000Vrms CAT II 2 本で 1 単位 ( 赤 / 黒 )、4mm ねじ対応 －
接続ケーブル * 366926 － 非絶縁：42V 以下、 

701250、720250、701251、701255、720210、
720211 用、1m

－

バナナ - ワニグチケーブ
ル

366961 － 非絶縁：42V 以下、 
701261、701262、701265、720266 用、1.2m

－

梱包内容の確認
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品名 形名 / 
部品番号

安全規格 仕様 マニュアル No

安全 BNC ケーブル (1m) 701902 1000Vrms CAT II － －
安全 BNC ケーブル (2m) 701903 1000Vrms CAT II － －
安全 BNC- バナナ変換ア
ダプタ

758924 500Vrms CAT II 701250、720250、701251、701255、720210、
720211 用

－

プローブ電源 701934 － 大電流出力、外付けプローブ電源 (4 出力 ) IM 701934-01
シャント抵抗 438920 － 250Ω± 0.1% －

438921 － 100Ω± 0.1% －
438922 － 10Ω± 0.1% －

ブリッジヘッド 701955 － NDIS、ブリッジ抵抗：120Ω、5m ケーブル付 IM 701955-01
701956 － NDIS、ブリッジ抵抗：350Ω、5m ケーブル付
701957 － DSUB、ブリッジ抵抗：120Ω、シャント CAL 対応、

5m ケーブル付
IM 701957-01

701958 － DSUB、ブリッジ抵抗：350Ω、シャント CAL 対応、
5m ケーブル付

プラグオンクリップ 701948 1000Vrms CAT II 700929、701947 用 IM 701948-01
ロングテストクリップ 701906 1000Vrms CAT II 700924、701926 用 IM 701906-01
同期接続ケーブル 720901 － -01：SL1000 同期運転用 (1m) －

-02：SL1000 同期運転用 (3m)
ラックマウントキット 751541 － -J4：SL1000 用ラックマウントキット (JIS) IM 751541-J4-01

-E4：SL1000 用ラックマウントキット (EIA) IM 751541-E4-01
アクセサリ ( 別売 ) は本機器の保証範囲に含まれません。
販売単位は、いずれも 1 本 ( 個 ) です。
*	� 接続ケーブル (366926) は、当社が 1998 年 2 月 4 日以降に出荷したものをご使用ください。1998 年 2 月 3 日以前に出荷した

接続ケーブル (366926) では、本機器の入力モジュールと組み合わせて使用できません。

梱包内容の確認
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1:1BNCセーフティ
アダプタリード
701901*

接続ケーブル
366926

バナナ-ワニグチ
ケーブル
366961

絶縁プローブ
701947

電流プローブ
701930

電流プローブ
701933

ワニグチアダプタ
758922

ワニグチアダプタ
758929

絶縁プローブ
700929

10：1パッシブプローブ
701940

ワニグチクリップ
(ドルフィン型)
701954 

フォーク端子
アダプタ
758921

電流プローブ
701931

安全BNCケーブル
(1m)　701902 

安全BNCケーブル
(2m)　701903 

安全BNC-バナナ
変換アダプタ
758924

ブリッジヘッド
701955 (NDIS、120Ω)

ブリッジヘッド
701956 (NDIS、350Ω)

ブリッジヘッド
701957 (DSUB、120Ω)

ブリッジヘッド
701958  (DSUB、350Ω)

* 1:1 BNC セーフティアダプタリード (701901、701904) は、アクセサリ ( 別売 ) のワニグチクリップ ( ドルフィン型：701954)、
安全ミニクリップ ( フック型：B9852MM、B9852MN)、ワニグチアダプタ (758922 または 758929)、またはフォーク端子ア
ダプタ (758921) と組み合わせて使用します。

プローブ電源
701934 

同期接続ケーブル
720901-01 (1m)
720901-02 (3m)

電流プローブ
701932

10:1パッシブプローブ
(広温度範囲)
702902

PROBE 1
PROBE 2

PROBE 3
PROBE 4

OUTPUT

POWER SUPPLY

差動プローブ
700924

差動プローブ
700925

差動プローブ
701926

1:1セーフティ
アダプタリード
701904*1

安全ミニクリップ
(フック型)
B9852MM
B9852MN

電流プローブ
701918

電流プローブ
701917

プラグオンクリップ
701948

ロングテストクリップ
701906

梱包内容の確認
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本機器を安全にご使用いただくために

本機器は、専門知識のある方がご使用いただくことを前提に開発された製品です。
本機器は IEC 規格保護クラス I ( 保護接地端子付き ) の製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため、本機器の操作にあたっては下記の安全注
意事項を必ずお守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると、本
機器の保護機能が損なわれることがあります。
このマニュアルは製品の一部として重要な内容を含んでいます。本機器を廃棄するま
で、本機器を使用するときにすぐご覧になれるところに、このマニュアルを大切に保
存してください。なお、これらの注意に反したご使用により生じた障害については、
YOKOGAWA は責任と保証を負いかねます。

本機器には、次のようなシンボルマークを使用しています。
	 “ 取扱注意 ”( 人体および機器を保護するために、ユーザーズマニュアルやサービ

スマニュアルを参照する必要がある場所に付いています。)

	 保護接地、または保護接地端子

	 接地、または機能接地端子 ( 保護接地端子として使用しないでください。)

	 交流

	 直流

	 ON( 電源 )

	 OFF( 電源 )
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次の注意事項をお守りください。使用者の生命や身体への危険や機器損傷の恐れがあ
ります。

	 警　　告
本機器の用途
本機器は電気信号を観測・測定する波形測定器です。波形測定器としての用途以
外には使用しないでください。

外観の確認
外観に異常が認められる場合は、本機器を使用しないでください。

電源
機器の電源電圧が本機器の定格電源電圧に合っていて、使用する電源コードの最
大定格電圧以下であることを確認したうえで、電源コードを接続してください。

電源コードとプラグ
感電や火災防止のため、電源コードおよび 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内での
み使用可 ) は本機器用のものを必ずご使用ください。主電源プラグは、保護接地端
子を備えた電源コンセントにだけ接続してください。保護接地線を備えていない
延長用コードを使用すると、保護動作が無効になります。また、本機器用の電源コー
ドを他の機器に使用しないでください。

保護接地
感電防止のため、本機器の電源を入れる前には、必ず保護接地をしてください。
本機器で使用できる電源コードは接地線のある 3 極電源コードです。したがって、
保護接地端子のある 3 極電源コンセントを使用してください。また、3 極 -2 極変
換アダプタ ( 日本国内でのみ使用可 ) を使用する場合には、保護接地端子に変換ア
ダプタの接地線を確実に接続してください。

保護接地の必要性
本機器の内部または外部の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外さ
ないでください。いずれの場合も本機器が危険な状態になります。

保護機能の欠陥
本機器を動作させる前に、保護接地やヒューズなどの保護機能に欠陥がないか確
認してください。欠陥があると思われるときは、本機器を動作させないでください。

ガス中での使用
可燃性、爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、本機器を動作させないでくだ
さい。そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。

ケースの取り外し・分解・改造の禁止
当社のサービスマン以外は、本機器のケースの取り外し、分解、または改造しな
いでください。本機器内には高電圧の箇所があり、危険です。

外部接続
確実に保護接地をしてから、測定対象や外部制御回路への接続をしてください。
また、回路に手を触れる場合は、その回路の電源を切って、電圧が発生していな
いことを確認してください。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 耐電圧 / 許容サージ電圧を超えた過大入力電圧を入力しないで

ください。
・	 感電を防ぐために、本体の保護接地 ( アース ) を必ず取ってください。
・	 感電を防ぐために、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、

電気的保護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。

本機器を安全にご使用いただくために
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・	 許容サージ電圧以上の電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避け
てください。

・	 次のような場合、モジュールの最大入力電圧を超えないよう注意してください。
・	 プローブ減衰比が 1：1 のとき
・	 モジュールの入力カップリングが AC カップリングのとき
モジュールの入力にはプローブ入力と同電位の DC 電圧がかかります。

プローブの使用にあたって
・	 720210(HS100M12)、720211(HS100M12)、720250(HS10M12)、701250(HS10M12)、

および 701251 (HS1M16) で高電圧を測定する場合は、絶縁プローブ (700929、
701947)、パッシブプローブ 702902、または 1：1 安全ケーブル (701901 ＋
701954 の組み合わせ ) をご使用ください。

・	 701255(NONISO_10M12) を使用するときは、モジュールのねじを必ず締めてく
ださい。モジュールのねじを締めることによって保護機能と非絶縁機能を有効
にします。ねじを締めないと非常に危険です。また、42V 以上の高電圧を測定
するときは、パッシブプローブ 701940 を必ず使用してください。

・	 パッシブプローブ 701940 は、BNC 部分が金属で構成されているので、絶縁入
力で使用する場合 (720210(HS100M12)、701250(HS10M12)、701251(HS1M16))
など ) は、安全上 42V 以下で使用してください。(42V 以上の電位を High 側 /
Low 側とも接続しないでください )。

	 非絶縁入力 (701255(NONISO_10M12) など ) の場合は、前述のとおり、モジュー
ルのねじを締めてください。

・	 701267(HV(with RMS))、720268(HV(AAF, RMS)) で高電圧を測定する場合は、測
定リード 758933 または 1：1 セーフティアダプタリード 701904 と、ワニグチ
クリップ 701954 を使用してください。

・	 701267(HV(with RMS)) の測定カテゴリは、Low 側 400V-CAT II、High 側
700V-CAT IIです。Low側とHigh側で過電圧耐性が異なるので注意してください。

測定カテゴリ
本機器の測定入力端子の測定カテゴリは、挿入されているモジュールによって異
なります。
モジュールの仕様に合った測定カテゴリ内での測定に本機器を使用してください。
モジュールの仕様を超えた測定カテゴリでは、本機器を使用しないでください。

設置または使用する場所
・	 屋外、または雨や水にあたる場所に本機器を設置しないでください。また、そ

のような場所で本機器を使用しないでください。
・	 本機器が異常または危険な状態になったときに、直ちに電源コードを外せるよ

うに設置してください。

測定ケーブルの破損
測定ケーブルの内部から金属部分が露出したり、ケーブルの外装被覆と異なる色
が露出したときは、直ちに使用を中止してください。

	 注　　意
使用環境の制限
本製品はクラスＡ ( 工業環境用 ) の製品です。家庭環境においては、無線妨害を生
ずることがあり、その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となるこ
とがあります。

本機器を安全にご使用いただくために
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各国や地域での規制と販売について

廃電気電子機器
	 (EU WEEE 指令は EEA* で、UK WEEE 規則は UK で有効です。)

この製品は WEEE 指令マーキング要求に準拠します。このマークは、この電気電子製品
を各国内の一般家庭廃棄物として廃棄してはならないことを示します。EEA または UK
で製品を廃棄する場合はお近くの横河オフィスまでご連絡ください。
* EEA: European Economic Area

電池と廃電池
	 (EU 電池指令 / 規則は EEA で、UK 電池規則は UK で有効です。)

この製品には電池が使用されています。このマークは、EU 電池指令 / 規則と UK 電池規
則に規定されているとおり、分別収集が義務付けられていることを意味しています。
電池の種別：リチウム電池
電池の交換が必要な場合は、EEA または UK にあるお近くの横河オフィスまでご連絡く
ださい。

EEA 内の認定代理人 (AR)
横河ヨーロッパ・オフィスは EEA 内で本製品の当社認定代理人 (AR) を務めます。横河ヨー
ロッパ・オフィスの住所については別紙のお問い合わせ先 (PIM 113-01Z2) をご覧くださ
い。

環境規格 * について
本機器は、欧州 RoHS 指令に適合していますが、この規格に適合していないモジュール
を装着すると、適合しません。
欧州 RoHS 指令に適合していないモジュールについては、7.7 節をご覧ください。
* �欧州圏以外の環境規制 / 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合

わせください。

關於在台灣銷售
ここの説明は台湾でのみ有効です。
關於在台灣所販賣的符合其相關規定的電源線 A1100WD 的限用物質含量信息，請至下麵

的網址進行查詢

	 https://tmi.yokogawa.com/support/service-warranty-quality/product-compliance/

廃棄方法
当社製品を廃棄するときは、廃棄する国、地域の法令に従って廃棄してください。
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは、以下に示す第 1 章～第 7 章、付録および索引で構成され
ています。

章	 タイトル	 内容
1	 各部の名称と使い方

		  本機器の各部の名称とその働き、画面表示について説明しています。
2	 機能説明

		  本機器の測定原理や機能について説明しています。ここでは操作方法につい 
	 ては説明していませんが、各操作の前に読んでおくと、操作内容がわかりや 
	 すくなります。

3	 測定を開始する前に
		  使用上の注意、設置、電源への接続、電源スイッチの ON/OFF、モジュール 

	 の装着方法、プローブの接続のしかたなどについて説明しています。
4	 測定をスタート / ストップする

		  PC との接続方法、測定のスタート / ストップ操作について説明しています。
5	 外部入力端子

		  外部トリガ入力、トリガ出力、外部クロック、アラーム出力、GO/NO-GO 出 
	 力などについて説明しています。

6	 保守
		  異常時の推定原因とその対処方法、画面に表示される各種メッセージの説明、 

	 セルフテストの方法などについて説明しています。
7	 仕様

		  機器本体の主な仕様を表にまとめています。
	 付録

		  イーサネット通信で使われている TCP と UDP のポート番号などについて説 
	 明しています。

	 索引
		  記号 - アルファベット - 五十音順の索引があります。
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルで使用している記号と表記法
接頭語のｋと K について
単位の前に使用される接頭語のｋとＫを、次のように区別して使用しています。
k‥‥‥1000 の意味です。	 使用例：100kS/s( サンプルレート )
K‥‥‥1024 の意味です。	 使用例：720K バイト ( ファイルの容量 )

表示文字
操作説明のところで、太字の英数字は、操作対象のパネル上のキーやソフトキーに対応
して画面上のメニューに表示される文字を示します。

注記
このマニュアルでは、注記を以下のようなシンボルで区別しています。

	 本機器で使用しているシンボルマークで、人体への危険や機器の損
傷の恐れがあることを示すとともに、その内容についてユーザーズ
マニュアルを参照する必要があることを示します。ユーザーズマニュ
アルでは、その参照ページに目印として、 「警告」「注意」の用語と一
緒に使用しています。

	 警　　告	 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに、その危険を避けるための注意事項が記載されています。

	 注　　意	 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害
のみが発生する危険があるときに、それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note 	 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

操作説明ページで使用しているシンボル
第 3 ～ 4 章で操作説明をしているページでは、説明内容を区別するために、次のような
シンボルを使用しています。

	 操　　作	 数字で示す順序で各操作をしてください。ここでは、初めて操作を
することを前提に手順を説明しています。したがって設定内容を変
更する場合は、すべての操作を必要としない場合があります。

	 解　　説	 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。ここ
では、機能そのものについては詳しく説明していない場合がありま
す。その場合の機能については、第 2 章をご覧ください。
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第 1 章	 各部の名称と使い方

1.1 フロントパネル・リアパネル

フロントパネル

PROBE POWER(   12 V DC   )

EXT CLK IN

POWERTRIG'D

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1 SLOT 2 3SLOT SLOT 4 5SLOT SLOT 6 7SLOT SLOT 8

START/
STOP

DISPLAY

取っ手

空きスロット保護用
カバーパネル

入力モジュール装着スロット 液晶画面
本機器を持ち運ぶときに
使用します。→3.1節

入力モジュールを装着しない
スロットに取り付けます。

合わせて8スロットあります。
入力モジュールの着脱方法
→3.3節

外部クロック入力端子
外部クロック信号を入力する
ときに使用します。→5.1節

USBインタフェースを持つPC
に接続するときに使用します。
→4.1節

PC接続用USBコネクタ

電流プローブに電源を供給
(±12V)するときに使用します。
プローブの接続方法→3.5節

高圧用差動プローブのグランド
線を接続したり、測定系の接地
を強化するときに使用します。
プローブの接続方法→3.5節

機能接地端子

プローブ補償信号出力端子
(1kHz/1Vp-p)
プローブの校正用信号を出力
します。
プローブの校正方法→3.6節

操作キー
本機器を操作するときに
使用します。→1.2節

プローブ用電源端子
(オプション)

機能接地端子
プローブを校正するとき、
グランド線を接続します。
→3.6節

表示内容の説明→1.3節

インジケータ
本機器の状態を表示します。
→1.2節
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リアパネル
トリガ出力端子 外部トリガ入力端子

電源スイッチ

電源コネクタ

イーサネットポート ( オプション )

ロータリースイッチ

GO/NO-GO 出力端子

アラーム出力端子

DIP スイッチ
アラーム信号を出力します。
→5.4 節

→3.4節

→3.4節

ネットワークに接続するときに使用します。
→4.1 節

GO/NO-GO判定出力信号を
出力します。→5.6 節

未使用

外部にトリガ信号を
出力するときに使用し
ます。→5.3 節

外部からトリガ信号を
入力するときに使用し
ます。→5.2 節

ユニットのグループ IDと
ユニット ID を設定します。
→4.1 節

TRIG OUT TRIG IN

POWER

ON OFF

100-120 V
220-240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

GROUP UNIT SERVICE GO NOGO ALARM REMOTE SYNC OUT SYNC IN

LINK

ACT
ETHERNET
1000BASE-T

冷却ファン
→3.2 節

リモート入力端子
リモート信号を入力します。
→5.5 節

同期入力コネクタ

同期出力コネクタ

同期運転するときに
接続します。→5.7 節

同期運転するときに
接続します。→5.7 節

Note
DIP スイッチは、必ず工場出荷設定でご使用ください。工場出荷設定以外に変更すると、正常
に動作しない場合があります。

				    bit        1          2          3          4
状態　OFF　OFF　OFF　OFF

工場出荷設定
ON
OFF

1 2 3 4

1.1　フロントパネル・リアパネル



1-3

各
部
の
名
称
と
使
い
方

IM 720120-01 

1

2

3

4

5

6

7

付

索

1.2 操作キー / インジケータ

		

POWERTRIG'D

START/
STOP

DISPLAY

名称 機能
START/STOP キー *1 測定、または測定と記録 *3 のスタート / ストップを行います。測定

中はキーが点灯します。
点灯：測定中
消灯：停止中

DISPLAY キー *2 表示画面を切り替えます。
モジュール状態表示画面 / エラー表示画面 / 通信パラメータ表示画面

POWER インジケータ 電源状態を表示します。
点灯：電源 ON 状態
消灯：電源 OFF 状態

TRIG'D インジケータ トリガ状態を表示します。
点灯：トリガ発生中
消灯：トリガが発生していない状態

*1	キーロックされている場合は、キー操作ができません。DISPLAY キーの長押しで、キー
ロックが解除されます。

*2	キーロックされていてもキー操作ができます。
*3	設定した測定条件により変わります。
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1.3 画面表示

表示画面
本機器の表示画面には、モジュール状態表示画面、エラー表示画面、通信パラメータ表
示画面があります。

モジュール状態
表示画面

通信パラメータ
表示画面

エラー
表示画面

DISPLAY

起動、タイムアウト

キー キー キー
DISPLAY DISPLAY

・	 起動時は、モジュール状態表示画面が表示されます。
・	 DISPLAY キーを押すと、画面表示の切り替えができます。
・	 キー操作がない状態が 30 秒以上続くと、モジュール状態表示画面に戻ります。

画面説明

		

01:02

701
250

701
251

701
255

701
260

720
210

１ 2 3 4 5 6 7 8
グループID：ユニットID

モジュール状態アイコン

ステータスアイコン

IPアドレス

モジュール状態表示画面

グループID：ユニットID

エラー情報
　エラー、メッセージのコードと
　発生時刻を表示

ステータスアイコン

エラー表示画面

グループID：ユニットID

ステータスアイコン

通信パラメータ表示画面

E: 913  09:31:20
E: 703 10:52:36
M: 052 13:02:27
M: 053 13:05:15

NO :  TEMP01
IP : 192.168.0.100

01:02

01:02
計器番号(銘板に記載　iiiページ参照)

日付・時刻2008/08/24  09:32:24
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表示項目 機能
グループ ID リアパネルのロータリースイッチ (GROUP) で設定した、ユニットのグ

ループ ID を表示します。
ユニット ID リアパネルのロータリースイッチ (UNIT) で設定した、ユニット ID を

表示します。
モジュール状態アイコン スロットごとのモジュール実装状態をアイコンで表示します。

形名表示あり： 表示された形名のモジュールを実装
表示なし： モジュールの実装なし

エラー情報 発生したエラー、メッセージのコードと発生時刻を表示します。
エラーには「E:」が、メッセージには「M:」がコードの前に付きます。
発生時刻は、時：分：秒 (hh:mm:ss) で表示します。
エラー情報は、最新の 4 件を表示します。
エラー、メッセージの詳細は、6.2 節をご覧ください。

計器番号 本機器の計器番号を表示します。
IP アドレス 本機器に設定されている IP アドレスを表示します。
日付・時刻 本機器の日付・時刻を表示します。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss
ステータスアイコン 本機器の状態をアイコンで表示します。

・システムエラーアイコン 点灯：システムエラー状態 *1

消灯：システム正常状態
・アラームアイコン 点灯：チャネルアラーム発生中

消灯：チャネルアラーム発生なし
・HDD アクセスアイコン 点滅：内蔵 HDD アクセス中

消灯：内蔵 HDD アクセスなし
・HDD FULL アイコン 点灯：内蔵 HDD の空き容量がない状態

消灯：内蔵 HDD の空き容量がある状態
・Remote アイコン 点灯：リモート状態

消灯：ローカル状態
・Measure アイコン 点灯：測定中

消灯：停止中
・GO アイコン 点灯：GO 出力中

消灯：GO 出力なし
・NO-GO アイコン 点灯：NO-GO 出力中

消灯：NO-GO 出力なし
・同期アイコン 点灯：同期運転状態 *2

	 アクイジションソフトウエアのシ 
	 ステム構築で同期開始を実行し、 
	 同期が確立された状態
消灯：単独運転状態

・同期待ちアイコン 点灯：同期待ち状態 *2, *3

	 同期運転中に同期ケーブルが外れ 
	 た状態、または同期運転中に電源 
	 を OFF 後、ON にした状態
消灯：単独運転状態

*1	HDD Full、バッファオーバーラン、ファン停止、同期異常検出
*2	グループ内の全ユニットで表示されます。
*3	同期待ち状態から同期状態にするには、アクイジションソフトウエアのシステム構築

で同期開始を実行してください。

ステータスアイコン

システムエラー

アラーム

HDD アクセス

HDD FULL

Remote

Measure

GO

NO-GO

同期

同期待ち

1.3　画面表示
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2.1 システム構成とブロック図

システム構成

信号入力
測定対象

・モジュール*1

・プローブ*2

 PC

・外部クロック入力
・外部トリガ入力
・同期入力
・GO/NO-GO判定出力
・トリガ出力
・アラーム出力
・同期出力 ・USBインタフェース

・イーサネットインタフェース(オプション)

*1 ・高速100MS/s 12ビット絶縁モジュール
 ・高速10MS/s 12ビット絶縁モジュール
 ・高速高分解能1MS/s 16ビット絶縁モジュール
 ・高速10MS/s 12ビット非絶縁モジュール
 ・高電圧100kS/s 16ビット絶縁モジュール(RMS付)
 ・温度/高精度電圧絶縁モジュール
 ・ユニバーサル(電圧/温度)モジュール
 ・ユニバーサル(電圧/温度)モジュール(AAF付)
 ・ひずみモジュール(NDIS)
 ・ひずみモジュール(DSUB、シャントCAL対応)
 ・加速度/電圧モジュール(AAF付)
 ・周波数モジュール　　　
*2 ・絶縁プローブ
 ・電流プローブ
 ・パッシブプローブ

内蔵HDD(オプション)

・FTPサーバ

・設定データ
・測定データ

同期運転

マスター
UNIT-ID=0

信号入力
(トリガソース
アラームソース)

・外部クロック入力
・外部トリガ入力

・トリガ出力
・アラーム出力

スレーブ #1
UNIT-ID=1

スレーブ #2
UNIT-ID=2

スレーブ #7
UNIT-ID=7

信号入力
(トリガソース
アラームソース)

信号入力
(トリガソース
アラームソース)

信号入力
(トリガソース
アラームソース)

同期
出力

同期
入力

同期
出力

同期
入力

同期
出力

同期
入力

ユニット間でコンビネーション (AND/OR) 可能

同期運転時、マスター機の GO/NO-GO 判定出力は無効です。スレーブ機の外部クロッ
ク入力、外部トリガ入力、トリガ出力、アラーム出力、GO/NO-GO 判定出力は無効です。
外部クロック入力、外部トリガ入力は、マスター機の入力に同期します。
トリガソース、アラームソースはユニット間で AND/OR され、マスター機のトリガ出力、
アラーム出力から出力されます。

第 2 章	 機能説明



2-2 IM 720120-01

ブロック図
Acquisition Block Diagram

CPU

Main Memory
128 MB

CPU Block Diagram
Module Block Diagram

Plug-in Module  CH1 - CH16

ALARM Port

USB Port

GO/NO-GO GO/NO-GO Port

80 GB
HDDFPGA

12FLT
AMP A/DATT

12

Isolation Block

FLT
AMP A/DATT

Isolator

EXT CLK IN

TRIG IN

FPGA

12FLT
AMP A/DATT

12

FLT
AMP A/DATT

FPGA

16FLT
AMP A/DATT

16

Isolation Block

FLT
AMP A/DATT

Isolator

1000BASE-T Ethernet (Option)

(Option)

TRIG OUT

FPGA

12FLT
AMP A/DATT

12

Isolation Block

FLT
AMP A/DATT

Isolator

USB

ATA-4

ALARM

FLT
AMPATT

ATT
FLT

AMP

16

16

Isolation Block Isolator

H

H

L

L
AD

AD

FPGA

ACQ Memory
100MW

GIGAZoom
Engine

(ACQ-ASIC)

FLT
AMPATT

Isolation Block

FLT
AMPATT

COMP

COMP

Isolator

FPGA

FPGA

16FLT
AMP A/D

16

Isolation Block Isolator

H

RJC

H

L

RJC

ATT

L

FLT
AMP A/DATT

CPU

FPGA

16FLT
AMP ADATT

16

Isolation Block

FLT
AMP ADATT

Current source

Current source

Isolator

Isolation Block

H

L

RJC

AMP
16

A/DATT

H

L

RJC

AMP
16

A/DATT

FPGA

Isolator

CPU

16FLT
AMP AD

Isolation Block

Isolator

DAC
FPGA

Inst.
AMP

16FLT
AMP AD

DAC

Inst.
AMP

+
-

+
-

+
-

+
-

Bridge
Power

Bridge
Power

701250 (HS10M12), 720250 (HS10M12)

701251 (HS1M16)

701265 (TEMP/HPV), 720266 (TEMP/HPV)

701261 (UNIVERSAL), 701262 (UNIVERSAL (AAF))

701270 (STRAIN_NDIS), 701271 (STRAIN_DSUB)

701281 (FREQ), 720281 (FREQ)

701275 (ACCL/VOLT)

701255 (NONISO_10M12)

720210 (HS100M12), 720211 (HS100M12)

701267 (HV (with RMS)), 720268 (HV (AAF, RMS))

2.1　システム構成とブロック図



2-3IM 720120-01

機
能
説
明

1

2

3

4

5

6

7

付

索

本機器の信号の流れ
入力端子での信号の流れは入力モジュールごとに異なりますが、ここでは高速 100MS/s 
12 ビット絶縁モジュール (720210(HS100M12)) を例に述べます ( 各モジュールの信号の
流れは、ブロック図を参照してください )。
2 つの入力端子から入力された信号は、まず各モジュールの入力部で処理されます。
720210(HS100M12) では、減衰器 (ATT) とアンプ (AMP) にて入力信号の減衰 / 増幅を行
い A/D 変換器で扱える電圧レベルに正規化されます。
その後、フィルタ (FLT) で帯域制限され、A/D 変換器により入力信号が 100MS/s(1 秒間
に 1 億回 ) のレートでサンプリングされ、さらに量子化することでディジタルデータに
変換されます。
変換されたディジタルデータはアイソレータと ASIC を通り、波形処理用 ASIC(ACQ-
ASIC) に入ります。
ACQ ボードに集結した 16 チャネル分のディジタルデータは、波形処理用 ASIC(ACQ-
ASIC) を介してアクイジションメモリ (ACQ Memory) に記憶されます。
ACQ Memory に記憶されたディジタルデータは、波形処理用 ASIC(ACQ-ASIC) により高
速圧縮され、波形表示用データとして、USB または Ethernet 経由で高速に PC へ転送
されます。HDD にリアルタイム記録を行う場合は、波形表示用のデータとは別に ACQ 
Memory に記憶されたディジタルデータを内部の高速バスを用いて内蔵の HDD に記録
し、同時に USB または Ethernet 経由で高速に PC へ転送し、PC 内蔵の HDD に記録を行
います。

2.1　システム構成とブロック図
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2.2 入力モジュール

本機器では、次の入力モジュールが使用できます。

MODEL( 形名 ) 名称 略称
720210 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS100M12
720211 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS100M12
720250 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS10M12
701250 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール HS10M12
701251 高速 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール HS1M16
701255 高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール NONISO_10M12
701261 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール UNIVERSAL
701262 ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 ) UNIVERSAL(AAF)
701265 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール TEMP/HPV
720266 温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) TEMP/HPV
701267 高圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 ) HV(with RMS)
720268 高圧 1M/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 ) HV(AAF, RMS)
701270 ひずみモジュール (NDIS) STRAIN_NDIS
701271 ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 ) STRAIN_DSUB
701275 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 ) ACCL/VOLT
701281 周波数モジュール FREQ
720281 周波数モジュール FREQ
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2.3 動作形態

オンライン動作
SL1000 と PC を USB またはイーサネット ( オプション ) で接続して、専用ソフトウエア *1 

を使って測定条件を設定し、測定を行う動作形態です。
測定のスタート / ストップは、専用ソフトウエアで行います。SL1000 で測定しているデー
タは、SL1000 のアクイジションメモリに保持され、PC で読み出されます。読み出され
た測定データは、PC の画面に表示され、HDD に保存されます。設定により、SL1000 の
内蔵 HDD( オプション ) へも保存できます *2。オンライン動作中、専用ソフトウエアで
本体キーロックを行うと SL1000 はリモート状態となり、フロントパネルからの制御が
できません。PC に保存したデータは、専用ソフトウエアを使用して、表示や解析がで
きます。
オンライン動作の操作方法は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル
IM720120-61 をご覧ください。保存したデータの表示や解析は、Xviewer ユーザーズマ
ニュアル IM 701992-01 をご覧ください。

		

SL1000

USB/Ethernet

測定データ

制御

アクイジション
メモリ

HDD 
(オプション)

PC

HDD

格納

表示

専用ソフトウエア

信号

*1	測定条件の設定、制御：アクイジションソフトウエア
	 保存したデータの表示、解析：Xviewer
*2	内蔵 HDD には、波形データ、波形パラメータ、設定データを保存できます。

スタンドアロン動作
PC と接続しないで、SL1000 単体で測定を行う動作形態です。
測定のスタート / ストップは、SL1000 のフロントパネルにある START/STOP キーで行い
ます。測定データは、SL1000 のアクイジションメモリに保持したり、内蔵 HDD( オプショ
ン ) に保存できます。SL1000 の電源を OFF にすると、アクイジションメモリに保持さ
れた測定データは失われます。

		

SL1000

信号

アクイジション
メモリ

HDD 
(オプション)
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Note
SL1000 単体では測定条件を設定できません。スタンドアロン動作で測定する場合は、あらか
じめオンライン動作で SL1000 の測定条件を設定しておいてください。

スタンドアロン動作では測定終了後、SL1000 と PC を USB またはイーサネット ( オプショ
ン ) で接続して、取得した測定データを、PC で読み出すことができます。
読み出す方法には、専用ソフトウエアと、FTP 接続があります。
専用ソフトウエアでの読み出し方法や、FTP サーバの設定方法は、アクイジションソフ
トウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧ください。

方法 接続 SL1000 の読み出し先
専用ソフトウエア USB、イーサネット アクイジションメモリ、HDD
FTP 接続 イーサネット HDD

専用ソフトウエア

		

SL1000

USB/Ethernet

測定データ

制御

PC

HDD

格納

表示

専用ソフトウエア

アクイジション
メモリ

HDD 
(オプション)

FTP 接続

		

SL1000

Ethernet

ファイル
PC

HDD

格納

FTPクライアントソフト

HDD 
(オプション)

2.3　動作形態
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2.4 単独運転 / 同期運転

単独運転
1 台の SL1000 を測定することを、単独運転と呼びます。

		

GROUP-ID(=0 ～ F)
UNIT-ID=0

Ethernet/USB PC

・	 単独運転時は、グループ ID を 0 ～ F のどれか、ユニット ID を 0 に設定してください。
設定方法は 4.1 節をご覧ください。

・	 単独運転は、オンライン動作、スタンドアロン動作どちらでも測定できます。ただし、
スタンドアロン動作で測定するときは、あらかじめオンライン動作で SL1000 のシス
テム構築、および測定条件を設定しておいてください。

同期運転
複数台 ( 最大 8 台 ) の SL1000 を連結させて同期測定をすることを、同期運転と呼びます。

マスター
UNIT-ID=0

・・・・・・

スレーブ #1
UNIT-ID=1

スレーブ #2
UNIT-ID=2

スレーブ #7
UNIT-ID=7

SYNC OUT SYNC IN

同一 GROUP-ID(=0 ～ F)

SYNC OUT SYNC IN SYNC OUT SYNC IN

PC

Ethernet/USB

HDD HDD HDD HDD 

・	 同期運転時は、マスター機、スレーブ機で使用できる入出力端子に制限があります。
詳細は 2.1 節をご覧ください。

・	 同期接続ケーブルは、長さの合計が 10m 以下でご使用ください。10m を超えると、
正常に動作しないことがあります。

・	 同期入出力コネクタや同期接続ケーブルの接続方法については、5.7 節をご覧くださ
い。

・	 同期運転をするときは、マスター機、スレーブ機とも同一グループ ID(0 ～ F) を設定
してください。また、マスター機のユニット ID は 0、スレーブ機のユニット ID は 1
～ 7 の昇順に設定してください。詳細は 4.1 節をご覧ください。

・	 保存先がユニットの HDD 時、記録ファイルはユニットごとの HDD に保存されます。
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・	 同期運転は、オンライン動作、スタンドアロン動作とも測定できます。ただし、スタ
ンドアロン動作で測定するときには、あらかじめオンライン動作で SL1000 のシステ
ム構築、および測定条件を設定しておいてください。

・	 同期運転の操作方法やアクイジションソフトウエアの注意事項は、アクイジションソ
フトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧ください。

同期項目
・	 測定 / 記録の開始 / 停止
・	 クロック
	 各ユニットは、マスター機の外部クロック入力、またはマスター機の内部クロックに

同期
・	 時刻
・	 トリガ
	 マスター機の外部トリガ入力、各ユニットのトリガソースの AND/OR 条件
	 トリガ成立時は、マスター機のトリガ出力から出力

・	 アラーム
	 各ユニットのチャネルアラームの AND/OR 条件、または各ユニットのシステムアラー

ムの OR 条件
	 アラーム発生時、マスター機のアラーム出力から出力

・	 同期接続ケーブルの切断、ユニットの電源断検出

2.4　単独運転 / 同期運転
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3.1 使用上の注意

安全にご使用いただくための注意
初めてご使用になるときは、必ず viii ～ x ページに記載の「本機器を安全にご使用いた
だくために」をお読みください。

ケースを外さないでください
本体のケースを外さないでください。内部には高電圧部があり、たいへん危険です。内
部の点検および調整は、お買い求め先にお申しつけください。

異常の場合には
本体から煙が出ていたり変な臭いがするなど、異常な状態になったときは、直ちに電源
スイッチを OFF にするとともに、電源コードをコンセントから抜いてください。異常な
状態になったときは、お買い求め先までご連絡ください。

電源コードについて
電源コードの上に物を載せたり、電源コードが発熱物に触れないように注意してくださ
い。また、電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは、コードを引っ張
らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。電源コードが損傷した場合、または電
源の規格の異なる場所で使用する場合は、ご使用の地域の規格に合った電源コードをお
買い求めください。

使用環境、使用条件について
本機器は、特定の使用環境および使用条件において EMC 規格に適合しています。設置
方法や配線方法などが異なると、EMC 規格の適合条件を満たさない場合があります。そ
の場合は、使用者による適切な対策が必要になることがあります。

取り扱い上の一般的注意
上に物を置かないでください
本機器の上に、他の機器や水の入った容器などを置かないでください。故障の原因にな
ります。

入力部へ衝撃を与えないでください
入力コネクタやプローブなどに衝撃を与えると、電気的なノイズに変換されて信号が入
力されることがあります。

液晶画面を傷つけないでください
画面の液晶ディスプレイは非常に傷つきやすいので、先のとがったもので表面を傷つけ
ないように注意してください。また、絶対に振動や衝撃を与えないでください。

長時間使用しないときには
電源コードをコンセントから抜いておいてください。

第 3 章	 測定を開始する前に
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持ち運ぶときは
まず、電源コードと接続ケーブルを外してください。本機器の質量は約 6kg( 本体のみ、
8 モジュール実装時は約 9kg) です。持ち運ぶときは、下図のように取っ手を持つか、両
手で持って、慎重に移動してください。
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HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT 

SLOT 1 
SLOT 2 

3 
SLOT 

SLOT 4 

5 
SLOT 

SLOT 6 

7 
SLOT 

SLOT 8 

EXT CLK IN 

POWER 

TRIG'D 

START/ STOP 

DISPLAY 

PROBE POWER(   12 V DC   ) 

汚れを取るときには
ケースや操作パネルの汚れを取るときは、電源コードをコンセントから抜いてから、柔
らかく乾いたきれいな布で軽く拭き取ってください。ベンジンやシンナーなどの薬品を
使用しないでください。変色や変形の原因になります。

3.1　使用上の注意
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3.2 本機器を設置する

	 警　　告
・	 屋外、または雨や水にあたる場所に本機器を設置しないでください。
・	 本機器が異常または危険な状態になったときに、直ちに電源コードを外せるよ

うに設置してください。

	 注　　意
本機器の吸気口や排気口をふさぐと機器が高温になり破損する恐れがあります。

設置姿勢

	 警　　告
火災防止のため、リアパネルを下にして置かないでください。リアパネルには冷
却用ファンの排気口があります。リアパネルを下にして置くと、故障時に火災を
引き起こす恐れがあります。

・	 下図のように、水平な場所に水平に設置してください。
・	 滑りやすい所に設置するときは、滑り防止のため、付属品の底面脚用ゴム (2 個 ) を本

機器底面の後ろ脚に取り付けてください。
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設置条件
次の条件に合う場所に設置してください。

風通しのよい場所
本機器の右側面、底面には吸気口があります。また、背面には冷却用ファンの排気口が
あります。内部の温度上昇を防ぐため、下図に従って周囲に十分なスペースをとり、こ
れらの排気口および吸気口をふさがないようにしてください。

		

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

5cm
以上

5cm以上

10cm以上

5cm
以上

モジュールを装着するときや、各種ケーブルを接続するときは、上図のスペースの他に、
操作に必要な十分なスペースをとってください。

周囲温度および周囲湿度
次の環境下で使用してください。

・周囲温度：	 5 ～ 40℃
・周囲湿度：	 20 ～ 85％ RH　ただし結露のないこと

Note
・	 精度のよい測定を行いたいときは、23 ± 5℃、55 ± 10％ RH で使用してください。
・	 温度、湿度の低い場所から高い場所に移動したり、急激な温度変化があると、結露するこ

とがあります。このようなときは、周囲の温度に 1 時間以上慣らしてから使用してください。

次のような場所には設置しないでください。
・	 屋外
・	 直射日光の当たる場所や熱発生源の近く
・	 水その他の液体に濡れる場所
・	 油煙、湯気、ほこり、腐食性ガスなどの多い場所
・	 強電磁界発生源の近く
・	 高電圧機器や動力線の近く
・	 機械的振動の多い場所
・	 不安定な場所

3.2　本機器を設置する



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-5IM 720120-01

1

2

3

4

5

6

7

付

索

保管場所
・	 できるだけ、5 ～ 40℃、20 ～ 80％ RH の環境で保管されることをおすすめします。
・	 本機器を保管するときは、次のような場所を避けてください。
・	 直射日光があたる場所
・	 60℃以上の高温度な場所
・	 相対湿度が 80％以上の高湿度な場所
・	 高温度熱源のそば
・	 振動が激しい場所
・	 腐食性ガス、可燃性ガスがある場所
・	 ちり、ごみ、塩分、鉄粉が多い場所
・	 水、油、薬品などの飛沫がある場所

3.2　本機器を設置する
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3.3 モジュールを装着する

	 警　　告
・	 感電および本機器の損傷を防ぐために、必ず本機器の電源スイッチを OFF にし

てから、入力モジュールを着脱してください。
・	 入力端子に測定入力ケーブルが接続されていないことを確認してから、入力モ

ジュールを着脱してください。
・	 感電防止と、仕様を満たして使うために、使用しないスロットには、付属のカバー

パネルを必ず取り付けてください。カバーパネルを取り付けないで使用すると、
ほこりの侵入や機器内部の温度上昇により、故障する恐れがあります。

・	 本機器を使用中に入力モジュールがスロットから抜けた場合、感電したり、本
機器および入力モジュールを損傷する恐れがあります。入力モジュールの上下
2 箇所をねじで締めて確実に固定してご使用ください。

・	 スロット内には突起があります。スロット内には手を入れないでください。ス
ロット内に手を入れると、この突起で手を傷つける恐れがあります。

・	 本機器のアクセサリを使用するときは、各アクセサリの仕様範囲内 (vi ページ
参照 ) で使用してください。本機器やアクセサリを組み合わせて使用する場合、
定格が低い製品の仕様範囲内で使用してください。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 耐電圧 / 許容サージ電圧を超えた過大入力電圧を入力しないで

ください。
・	 感電を防ぐために、本体の保護接地 ( アース ) を必ず取ってください。
・	 感電を防ぐために、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、

電気的保護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 720210(HS100M12)、720211(HS100M12)、701250(HS10M12)、720250	

(HS10M12)、および 701251 (HS1M16) で高電圧を測定する場合は、絶縁プロー
ブ (700929、701947)、パッシブプローブ 702902、または 1：1 安全ケーブル
(701901 ＋ 701954 の組み合わせ ) をご使用ください。

・	 701255(NONISO_10M12) を使用するときは、モジュールのねじを必ず締めてく
ださい。モジュールのねじを締めることによって保護機能と非絶縁機能を有効
にします。ねじを締めないと非常に危険です。また、42V 以上の高電圧を測定
するときは、パッシブプローブ 701940 を必ず使用してください。

・	 パッシブプローブ 701940 は、BNC 部分が金属で構成されているので、絶
縁入力で使用する場合 (720210(HS100M12)、720211(HS100M12)、701250 
(HS10M12)、720250(HS10M12)、701251(HS1M16)、701275(ACCL/VOLT)、
701281(FREQ)、720281(FREQ)) は、安全上 42V 以下で使用してください。
(42V 以上の電位を High 側 /Low 側とも接続しないでください )。非絶縁入力
(701255(NONISO_10M12) など ) の場合は、前述のとおり、モジュールのねじを
締めてください。

・	 701267(HV(with RMS)) または 720268(HV(AAF, RMS)) で高電圧を入力する場合
は、測定リード 758933 または 701904 と、とワニグチクリップ 701954 を使用
してください。

・	 701267(HV(with RMS)) の測定カテゴリは、測定リード 758933 または 1：
1701904 と、とワニグチクリップ 701954 の組み合わせで測定する場合、Low
側 400V-CAT II、High 側 700VCAT II です。Low 側と High 側で過電圧耐性が異
なるので注意してください。

・	 701281(FREQ) または 720281(FREQ) で高電圧を測定する場合は、絶縁プローブ
(700929、701947) またはパッシブプローブ 702902 をご使用ください。
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入力モジュールの種類
次の種類があります。
名称 形名
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール * 720210(HS100M12)
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール 720211(HS100M12)
高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール * 701250(HS10M12)
高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール 720250(HS10M12)
高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール 701251(HS1M16)
高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール 701255(NONISO_10M12)
高圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )* 701267(HV(with RMS))
高圧 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール (AAF、RMS 付 ) 720268(HV(AAF, RMS))
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール 701261(UNIVERSAL)
ユニバーサル ( 電圧 / 温度 ) モジュール (AAF 付 ) 701262(UNIVERSAL(AAF))
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール 701265(TEMP/HPV)
温度 / 高精度電圧絶縁モジュール ( 低ノイズ型 ) 720266(TEMP/HPV)
ひずみモジュール (NDIS) 701270(STRAIN_NDIS)
ひずみモジュール (DSUB、シャント CAL 対応 ) 701271(STRAIN_DSUB)
加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 ) 701275(ACCL/VOLT)
周波数モジュール * 701281(FREQ)
周波数モジュール 720281(FREQ)

各モジュールの規格適合については、7.7 節をご覧ください。
*	 販売は終了しています。

入力モジュール着脱時の注意
装着している入力モジュールを別のモジュールと入れ替えて、電源を ON すると、その
チャネルに関連する設定値は初期化されます。設定を保存したい場合は、SL1000 アク
イジションソフトウエアで保存先メディアを指定して、設定値をセーブしてください。
詳細は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 の 8.2 節をご
覧ください。

	 注　　意
入力モジュールは、ガイドに沿ってまっすぐ、ゆっくり着脱してください。無理
に斜めに着脱すると、故障、破損の原因になります。

3.3　モジュールを装着する
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モジュールの装着方法
1.	 本機器のリアパネルにある電源スイッチが OFF になっていることを確認します。
2.	 本機器のフロントパネルの入力モジュール装着用スロット上部に表示されてい

るスロット番号を確認してから、ガイドに沿って入力モジュールを装着します。
入力モジュール上下の取っ手を持って、カチッという音がするまで入力モジュー
ルを強く押し込んでください。なお、装着するスロットにカバーパネルが取り
付けられている場合は、カバーパネルを外してから装着してください。

3.	 入力モジュールの上下 2 箇所を付属のねじで締めてモジュールを確実に固定し
ます。( ねじ締め付けトルク：0.6N•m)

 					   

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

ガイド

固定ねじ

モジュールの取り外し方法
1.	 本機器の電源スイッチが OFF になっていることを確認します。
2.	 入力モジュールを固定している 2 本のねじをゆるめます。
3.	 入力モジュールの上下 2 箇所の取っ手を持って、入力モジュールを引き出しま

す。

3.3　モジュールを装着する



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-9IM 720120-01

1

2

3

4

5

6

7

付

索

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュールについて
レーザー製品を安全にご使用いただくために
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720210(HS100M12)、720211(HS100M12)) は、
内部にレーザー光源を使用しています。720210(HS100M12) と 720211(HS100M12) は、
IEC/EN 60825-1 Safety of Laser Products-Part 1: Equipment Classification, Requirements 
and User's Guide の Class 1 laser product にあたります。また、2007 年 6 月 24 日付けの
Laser Notice No.50 に準ずることにより生じた逸脱する点を除き、21CFR1040.10 および
1040.11 に準拠しています。

			 

高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール (720210(HS100M12)、720211(HS100M12))

			 

SL1000 本体

			 

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

CAUTION注 意

警告
CAUTION

注意

3.3　モジュールを装着する
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レーザーの仕様
中心波長：	 850nm
PULSE 幅：	 ≦ 10µs (100MHz)、≦ 2.5ns (2GHz)
出力：	 ≦ 1mW

このマニュアルで指定していない方法で使用すると、本機器の保護機能が損なわれるこ
とがあります。なお、これらの警告、注意に反したご使用により生じた障害については、
YOKOGAWA は責任と保証を負いかねます。

周波数モジュールの LED について
周波数モジュール (701281(FREQ)、720281(FREQ)) の前面には、チャネルごとに LED が
付いています。この LED によって、パルスの入力状態を確認できます。

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

ACT
OVER

1M 35pF

ACT
OVER

FREQ

1M 35pF

LED
緑色点灯： パルスが入力されているとき
赤色点灯： 入力電圧レベルがレンジオーバー
 しているとき
消灯： パルスが入力されていないとき

701281(FREQ)の例

Note
・	 周波数モジュールの LED は、本機器の波形取り込みのスタート / ストップとは関係なく、

パルス入力中は緑色に、入力電圧レベルがレンジオーバーしているときは赤色に点灯しま
す。

・	 周波数モジュールのプリセット ( アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル
IM720120-61 参照 ) を「EM Pickup[ 電磁ピックアップ ]」に設定した場合は、レンジオーバー
しても LED が赤色に点灯しません。

3.3　モジュールを装着する



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-11IM 720120-01

1

2

3

4

5

6

7

付

索

3.4 電源を接続する

電源を接続する前に
電源を接続する前に、次の警告をお守りください。感電の危険や機器を損傷する恐れが
あります。

	 警　　告
・	 供給電源の電圧が、本機器の定格電源電圧に合っていて、使用する電源コード

の最大定格電圧以下であることを確認したうえで、電源コードを接続してくだ
さい。

・	 本機器の電源スイッチが OFF になっていることを確認してから、電源コードを
接続してください。

・	 感電や火災防止のため、電源コードおよび 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内で
のみ使用可 ) は、本機器用のものをご使用ください。

・	 感電防止のため必ず保護接地を行ってください。本機器の電源コードは、保護
接地端子のある 3 極電源コンセントに接続してください。やむを得ず、2 極電
源コンセントに接続するときは、付属の 3 極 -2 極変換アダプタ ( 日本国内での
み使用可 ) を使用して、電源コンセントの保護接地端子に変換アダプタの接地
線を確実に接続してください。

・	 保護接地線のない延長用コードは使用しないでください。保護動作が無効にな
ります。

・	 使用する電源コードに適合した電源コンセントを使用できず、保護接地ができ
ない場合は、本機器を使用しないでください。

電源コードの接続
1.	 リアパネルにある電源スイッチが OFF であることを確認します。
2.	 リアパネルの電源コネクタに、電源コードのプラグを接続します。
3.	 次の条件を満たす電源コンセントに、電源コードのもう一方のプラグを接続し

ます。電源コンセントは保護接地端子を備えた 3 極コンセントを使用してくだ
さい。やむを得ず 2 極コンセントを使用するときは、付属品の 3 極 -2 極変換ア
ダプタ ( 日本国内でのみ使用可 ) を使用して、アダプタから出ている緑色の接地
線を必ず電源コンセントの保護接地端子に接続してください。

項目
定格電源電圧 * 100 ～ 120VAC/220 ～ 240VAC( 自動切換え）
電源電圧変動許容範囲 90 ～ 132VAC/198 ～ 264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動範囲 48 ～ 63Hz
最大消費電力 約 300VA MAX 

*	 本機器は、100V 系と 200V 系のどちらの電源電圧でも使用できます。電源コードは、種類によっ
て最大定格電圧が異なります。本機器に供給される電源電圧が、使用する電源コードの最大
定格電圧以下であることを確認のうえ、ご使用ください。

			 

3極コンセント

電源コード 3極-2極変換アダプタ
(付属品：日本国内でのみ使用可)

保護接地端子

100-120 V220-240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

TRIG IN

TRIG OUT

POWERON

OFF
LINK

ACT
ETHERNET1000BASE-T
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電源スイッチの ON
電源スイッチを ON にする前に確認すること

・	 本機器が正しく設置されているか :	「3.2　本機器を設置する」
・	 電源コードが正しく接続されているか :	 前ページ

電源スイッチの ON
1.	 リアパネルにある電源スイッチを「ON( ｜ )」側に倒します。

					   
100-120 V220-240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

TRIG IN

TRIG OUT

POWERON

OFF
LINK

ACT
ETHERNET1000BASE-T

電源スイッチの OFF

	 注　　意
データ保存中にいきなり電源スイッチを OFF にしたり、電源コードを抜くと、保
存先のメディア ( 内蔵ハードディスク ) が故障する恐れがあります。また、保存中
のデータは保障されません。電源スイッチは、データの保存が終了してから、OFF
にしてください。

電源スイッチの OFF
1.	 リアパネルにある電源スイッチを「OFF( ○ )」側に倒します。

電源 ON 時の動作
電源スイッチを ON にすると、自動的にセルフテストとキャリブレーションが開始され
ます。この間は約 30 秒間で、正常に終了するとモジュール状態表示画面になります。
本機器が正常に起動債したことを確認してから、本機器を使用してください。
電源 ON 時に正常に動作しないとき
電源スイッチをオフにしてから、次のことを確認してください。

・	 電源コードが確実に接続されているか
・	 電源コンセントに正しい電圧が来ているか→ 前ページをご覧ください。
確認後に電源スイッチをオンにしても変わらない場合は、お買い求め先まで修理をお申
しつけください。

Note
電源スイッチを OFF にしてから ON にするときは、10 秒以上間隔をあけてください。

3.4　電源を接続する
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精度のよい測定を行うには
・	 電源スイッチを ON にしてから、30 分以上のウォーミングアップをしてください。
・	 ウォーミングアップ後、キャリブレーションをしてください ( アクイジションソフト

ウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 参照 )。オートキャリブレーションを ON
に設定しているときには、波形の取り込みスタート時に自動的にキャリブレーション
が実行されます。

電源 OFF 時の動作
電源スイッチを OFF にする直前の設定が記憶されます。したがって、次に電源スイッチ
を ON にすると、OFF にする直前の設定で測定が行われます。

Note
設定の記憶は内部のリチウム電池で行っています。寿命は周囲温度 23℃時で約 5 年間です。
電池の交換はお客様ではできません。お買い求め先までお申しつけください。

3.4　電源を接続する
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3.5 プローブを接続する

プローブの接続
プローブ ( または BNC ケーブルなどの測定入力ケーブル ) は、次のモジュールの入力端
子のどれかに接続してください。入力インピーダンスは、1MΩ± 1％、約 35pF です。

・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール： 720210(HS100M12)、720211(HS100M12)
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール： 701250(HS10M12)、720250(HS10M12)
・	 高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール：	 701251(HS1M16)
・	 高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール：	 701255(NONISO_10M12)
・	 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )：	 701275(ACCL/VOLT)
・	 周波数モジュール： 701281(FREQ)、720281(FREQ)

			 

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

	 警　　告
測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源を OFF にしてください。
測定対象の電源を ON にしたままの状態で測定リードを接続したり、外すことは
大変危険です。

モジュールの使用にあたって
・	 最大入力電圧 / 耐電圧 / 許容サージ電圧を超えた過大入力電圧を入力しないで

ください。
・	 感電を防ぐために、本体の保護接地 ( アース ) を必ず取ってください。
・	 感電を防ぐために、モジュールのねじは必ず締めてください。ねじを締めないと、

電気的保護機能 / 機械的保護機能が有効になりません。
・	 サージ電圧が発生する可能性のある環境での常時接続は、避けてください。
・	 次のような場合、モジュールの最大入力電圧を超えないよう注意してください。
	 ・	プローブ減衰比が 1：1 のとき
	 ・	モジュールの入力カップリングが AC カップリングのとき
	 モジュールの入力にはプローブ入力と同電位の DC 電圧がかかります。
・	 ケーブルは指定されたものを使用してください。安全規格を取得してないケー

ブルを使うことは大変危険です。( 特に高電圧 (42V 以上 ) を扱う場合 )
・	 720210(HS100M12)、720211(HS100M12)、701250(HS10M12)、720250	

(HS10M12) および 701251(HS1M16) で高電圧を測定する場合は、絶縁プローブ
(700929、701947)、パッシブプローブ 702902、または 1：1 安全ケーブル (701901
＋ 701954 の組み合わせ ) をご使用ください。

・	パッシブプローブ701940は、BNC部分が金属で構成されているので、絶縁入力
で使用する場合(720210(HS100M12)、720211(HS100M12)、701250(HS10M12)、
720250(HS10M12)、701251(HS1M16)、701275(ACCL/VOLT)、701281(FREQ)、
720281(FREQ))は、安全上42V以下で使用してください。(42V以上の電位をHigh
側/Low側とも接続しないでください)。非絶縁入力(701255(NONISO_10M12)な
ど)の場合は、モジュールのねじを締めてください。
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・	 701281(FREQ)、720281(FREQ) で高電圧を測定する場合は、絶縁プローブ
(700929、701947)、またはパッシブプローブ 702902 をご使用ください。

モジュールの最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧
下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が
1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。
・	 720210(HS100M12)、720211(HS100M12) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 
702902 との組み合わせ *1

	 1000V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954 との組み合わせ )*3
	 200V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 絶縁プローブ(10:1)700929か(100:1)701947との組み合わせ*2または安全ケー

ブル (1:1)(701901 ＋ 701954) との組み合わせ *4

	 1000Vrms(CAT II)
・	 パッシブプローブ (10:1)702902 との組み合わせ *2

	 1000V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 701250(HS10M12)、720250(HS10M12) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 
702902との組み合わせ *1

	 701250：600V(DC ＋ ACpeak)
	 720250：800V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954 との組み合わせ )*3
	 200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
	 250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧を印加しても破損しない値 )
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 

702902との組み合わせ *2

	 または安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954 との組み合わせ )*4
	 701250：400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))、300Vrms(CAT II)
	 720250：400Vrms(CAT II)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 701251(HS1M16) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 
702902との組み合わせ *1

	 600V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954 との組み合わせ )*3
	 140V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

3.5　プローブを接続する
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	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 

702902との組み合わせ *2

	 または安全ケーブル (1:1)(701901 ＋ 701954 との組み合わせ )*4
	 400Vrms( 測定カテゴリなし O(Other))、300Vrms(CAT II)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 701255(NONISO_10M12) の場合
	 本モジュールは非絶縁です。本モジュールで 42V 以上の電圧を測定する場合は

必ずモジュールのネジを締めてください。また、専用の非絶縁パッシブプロー
ブ (10:1)701940 を使用してください。

	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 パッシブプローブ (10:1)701940 との組み合わせ
	 600V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*5
	 200V(DC ＋ ACpeak)( 安全規格を満足する値 )
	 250V(DC ＋ ACpeak)( 最大許容電圧を印加しても破損しない値 )

・	 701275(ACCL/VOLT) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 パッシブプローブ (10:1)701940 との組み合わせ *7 または直接入力 ( 安全規格
に適合しないケーブル )*5

	 42V(DC ＋ ACpeak)
	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 パッシブプローブ (10:1)701940 との組み合わせ *8 または直接入力 ( 安全規格
に適合しないケーブル )*6

	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 701281(FREQ)、720281(FREQ) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 
702902との組み合わせ *1

	 420V(DC ＋ ACpeak)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901+701954 との組み合わせ )*3 または直接入力 ( 安全

規格に適合しないケーブル )*5
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 絶縁プローブ (10:1)700929 か (100:1)701947、またはパッシブプローブ (10:1) 

702902との組み合わせ *2

	 701281：300Vrms(CAT II)
	 720281：400Vrms(CAT II)
・	 安全ケーブル (1:1)(701901+701954 との組み合わせ )*4 または直接入力 ( 安全

規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

3.5　プローブを接続する
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700929、701947、または702902との組み合わせ

*1

*2

700929
701947
702902

H

L

701901 701954 *3

701901+701954との組み合わせ

H

L

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

*5
*6

BNC

*4

10:1パッシブプローブ(701940)との組み合わせ

H

L
*7

*8

オーバーレンジ表示
SL1000 の画面にオーバーレンジが表示されたときは、観測波形や波形測定値より
も高い電圧が入力されている恐れがあります。感電を避けるため、アクイジショ
ンソフトウエアの波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるように測定レ
ンジを変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

			 

Range Out Slot1_L  >>

チャネル位置
 U： スロットの上側のチャネル
 L： スロットの下側のチャネル
スロット番号

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときに表示
発生しているチャネルのうち最も小さいスロット番号が表示
されます。

接続時の注意
・	 プローブを初めて接続するときは、「3.6 プローブの位相補正をする」に従って、必ず

プローブの位相補正をしてください。この補正は、プローブを接続するチャネルごと
にしてください。

・	 周波数モジュール (701281(FREQ)、720281(FREQ)) では、プローブの位相補正ができ
ません。701281(FREQ)、720281(FREQ) にプローブを接続する場合は、他のモジュー
ルで位相補正を行ってから、接続してください。

・	 プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は、本機器の入力インピーダ
ンスの影響により、正しい測定ができないことがあります。ご注意ください。

・	 絶縁プローブ (700929 または 701947)、パッシブプローブ (702902) 以外の電圧プロー
ブを使う場合、減衰比が「1：1」「10：1」「100：1」「1000：1」のどれかでないもの
を使用するときは、正しい測定値を表示することができないので、ご注意ください。
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3.5　プローブを接続する



電流プローブの接続
当社製の電流プローブ * を使う場合、プローブの電源として本機器のフロントパネルに
あるプローブ用電源 ( オプション )、または別売のプローブ電源 (701934) をご使用くだ
さい。
*	 当社製の電流プローブ：701930、701931、701932、701933、701917、701918

接続方法についての詳細は、各プローブに添付されている取扱説明書をご覧ください。

		

PROBE POWER(   12 V DC   )

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/

STOP

DISPLAY

	 注　　意
本機器のフロントパネルにあるプローブ用電源端子 ( オプション ) を電流プローブ
の電源以外の目的で使用しないでください。また、使用可能プローブ数を守って
ください。本機器またはプローブ用電源端子に接続した機器を損傷する恐れがあ
ります。

電流プローブを使う場合の注意
フロントパネルのプローブ用電源端子 ( オプション ) に電流プローブを接続する場合、
電流は下記の範囲を超えないように設定してください。本機器の電源の過電流保護回路
の動作により、本機器の動作が不安定になる可能性があります。

			 

PROBE POWER(   12 V DC   )

A B C D

各端子を A ～ D とする場合
(A ～ D の消費電流値の合計 ) ≦ 1300mA
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プローブ用電源端子 ( オプション ) の仕様
項目 仕様
使用可能プローブ数 4
使用可能プローブ 電流プローブ (701930、701931、701932、701933、701917、

701918)
使用可能電流プローブ数 701930：(150A) 3 本まで

701931：(500A) 2 本まで
701932：(30A) 3 本まで
701933：(30A) 3 本まで
701917：（5A) 3 本まで
701918：（5A) 3 本まで

供給電圧 ± 12V　2 出力 ( 合計電流 1300mA まで )

電流プローブを使用する場合、被測定電流 ( 電流プローブで測定する電流 ) によって使
用可能な本数が制限されます。本機器に接続できる電流プローブの被測定電流－消費電
流特性を下記に示します。

-400
-300
-200
-100

-150 -100 -50 0 50 100 150

0

100
200
300
400

電流プローブ(701930)

消
費

電
流

[m
A]

被測定電流[A]

正電流

負電流

AC (f=50Hz)
DC

-500
-400
-300
-200
-100

-500 -400-300 0 100 200 500

0
100
200
300
400
500

消
費

電
流

[m
A]

被測定電流[A]

正電流

負電流

-200 -100 300 400

電流プローブ(701931) AC (f=50Hz)
DC

電流プローブ(701933)

消
費

電
流

[m
A]

被測定電流[A]

600
500
400
300
200
100

0
-100
-200
-300
-400
-500
-600

正電流

負電流

AC (f=50 Hz)
DC電流プローブ(701932)

消
費

電
流

[m
A]

被測定電流[A]
-50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50 -50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50

600
500
400
300
200
100

0
-100
-200
-300
-400
-500
-600

正電流

負電流

AC (f=50 Hz)
DC

250
200
150
100
50

0

-50

-100
-150
-200
-250

-5 -4 -3 -2 0 1 2 3 4 5-1

AC (f=50 Hz)
DC電流プローブ(701917)

電流プローブ(701918)

消
費

電
流

[m
A]

被測定電流[A]

正電流

負電流

各電流プローブの使用条件の詳細については、お買い求め先にお問い合わせください。
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3.5　プローブを接続する



差動プローブの接続
当社製の差動プローブ (700924、700925、701926) を使う場合、BNC 出力コネクタを
オシロスコープの入力端子に接続してください。また、GND リードを必ず DL850E/
DL850EV 本体の機能接地端子に接続してください。必要であれば、延長用の補助接地リー
ドを使用してください。
接続方法についての詳細は、差動プローブに添付されている取扱説明書をご覧ください。

		

PROBE POWER(   12 V DC   )

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/

STOP

DISPLAY

GNDリード

	 警　　告
高電圧差動プローブの使用にあたって
差動プローブ (700924、700925、701926) の GND リードは、測定対象に接続する
前に、必ず DL850E/DL850EV 本体右サイドパネルの機能接地端子に接続してくだ
さい。接続しないと、BNC コネクタに高電圧が発生する可能性があり危険です。
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3.6 プローブを位相補正する

次のモジュールで、ブローブを使用して測定する場合には、最初に必ずプローブの位相
補正をしてからお使いください。

・	 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 720210(HS100M12)、720211(HS100M12)
・	 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール：	 701250(HS10M12)、720250(HS10M12)
・	 高速高分解能 1MS/s 16 ビット絶縁モジュール：	 701251(HS1M16)
・	 高速 10MS/s 12 ビット非絶縁モジュール：	701255(NONISO_10M12)
・	 加速度 / 電圧モジュール (AAF 付 )：	 701275(ACCL/VOLT)
・	 周波数モジュール：	 701281(FREQ)、720281(FREQ)

	 注　　意
プローブ補償調整用信号出力端子に外部から電圧を印加しないでください。内部
回路を損傷する恐れがあります。

操　　作
1.	 電源スイッチを ON にします。
2.	 プローブを測定入力端子 ( 実際に測定信号を入力する端子 ) に接続します。
3.	 プローブの先端を本機器のフロントパネルのプローブ補償調整用信号出力端子

に接続し、アース線を機能接地端子に接続します。
4.	 位相調整用穴にドライバを差し込み、可変コンデンサを回して、表示波形を正

しい方形波にします。

					   

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

機能接地端子

プローブ補償調整用
信号出力端子

位相調整用穴
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解　　説
プローブの位相補正の必要性
プローブは、使用される計測器の入力容量にほぼ合うように位相補正されています。し
かし、個々の計測器の各入力チャネルの入力抵抗や入力容量にはバラツキがあるため、
低周波信号と高周波信号での分圧比が合わなくなり、平坦な周波数特性が得られなくな
ります。
プローブには高周波信号での分圧比調整用可変コンデンサ ( トリマ ) が付いています。
平坦な周波数特性を得るようにこのトリマを調整して位相補正します。
初めて使用するプローブは、必ずこの位相補正をしてください。
入力容量値がチャネルごとに異なるので、接続するチャネルを変えるときにも、必ずこ
の位相補正をする必要があります。

位相補正用信号
プローブ補償調整用信号出力端子から、次の方形波信号を出力します。
周波数：	 約 1kHz
振幅：		  約 1V

プローブの位相補正による波形の違い

		

正しい波形 過補償(高周波数領域の
利得が上がっている)

補償不足(高周波数領域の
利得が下がっている)

周波数モジュール (701281(FREQ)、720281(FREQ)) でプローブを使用する場合
の注意事項
周波数モジュールでは、プローブの位相補正を行うことができません。周波数モジュー
ルにプローブを接続して使用する場合は、周波数モジュール以外のモジュールでプロー
ブの位相補正を行ってから、ご使用ください。
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3.7 測定リードを接続する

測定リードの接続
701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、、720266(TEMP/
HPV)、701267 (HV(with RMS)) または 720268 (HV(AAF, RMS)) で電圧を観測する場合は、
差し込み式端子の測定リードを測定入力端子に接続してください。

		

H（赤）
L（黒）

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG’D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

	 警　　告
・	 測定対象を本機器に接続する場合は、必ず測定対象の電源を OFF にしてくださ

い。測定対象の電源を ON にしたままの状態で測定リードを接続したり、外す
ことは大変危険です。

・	 導電部が露出している差し込み式端子を測定入力端子に差し込んで測定リード
として使用しないでください。万一、コネクタが抜けたとき大変危険です。

・	 万一、測定中に測定リードがモジュールのコネクタから抜けた場合は、測定リー
ドの端子に触れないでください。感電する恐れがあります。この場合は、測定
対象の電源を OFF にしてください。

モジュールの使用にあたって
・	 701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、および

720266(TEMP/HPV) の測定入力端子には、感電防止のため、必ず測定する電圧
範囲に合った測定リードをご使用ください。

・	 701267(HV(with RMS))、720268(HV(AAF, RMS)) で高電圧を測定する場合は、測
定リード 758933 または 1：1 セーフティアダプタリード 701904 とワニグチク
リップ 701954 を使用してください。

モジュールの最大入力電圧 / 最大定格対地間電圧
下記の値を超える電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が
1kHz を超えるときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

・	 701261、701262、701265、720266 の場合
	 最大入力電圧 ( 入力端子の H-L 間 *1、周波数が 1kHz 以下のとき )

	 42V(DC ＋ ACpeak)
	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の H または L とアース間 *2、周波数が 1kHz 以

下のとき )
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)
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・	 701267(HV(with RMS))、720268(HV(AAF, RMS)) の場合
	 最大入力電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )

・	 測定リード 758933 ＋ワニグチクリップ 701954 との組み合わせ、または
1:1BNC セーフティアダプタリード 701904 ＋ワニグチクリップ 701954 との組み
合わせ *3

	 850V(DC ＋ ACpeak)
・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*6
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 周波数が 1kHz 以下のとき )
・	 測定リード 758933 ＋ワニグチクリップ 701954 との組み合わせ、または

1:1BNC セーフティアダプタリード 701904 ＋ワニグチクリップ 701954 との組み
合わせ *5(701267 の Low 側と High 側で過電圧耐性が異なるので注意してく
ださい。)

	 701267：H 側 700Vrms(CAT II)*4、L 側 400Vrms(CAT II)*5
	 720268：1000Vrms(CAT II)*4、*5

・	 直接入力 ( 安全規格に適合しないケーブル )*7
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 701267(HV(with RMS)) の 測 定 カ テ ゴ リ は、Low 側 400V-CAT II、High 側
700V-CAT II です。Low 側と High 側で過電圧耐性が異なるので注意してくださ
い。

			 

H

L

*1

*2

(赤)

(黒)

H

L

*3

*5

(赤)

(黒)

758933
701904

701954 *4

H

L

*6

*7

(赤)

(黒)

701261、701262、701265、または720266の場合

701267、720268の場合
758933+701954との組み合わせ
701904+701954との組み合わせ

直接入力(安全規格に適合しないケーブル)

測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

測
定
入
力
端
子

オーバーレンジ表示
SL1000 の画面にオーバーレンジが表示されたときは、観測波形や波形測定値より
も高い電圧が入力されている恐れがあります。感電を避けるため、アクイジショ
ンソフトウエアの波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるように測定レ
ンジを変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

			 

Range Out Slot1_L  >>

チャネル位置
 U： スロットの上側のチャネル
 L： スロットの下側のチャネル
スロット番号

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときに表示
発生しているチャネルのうち最も小さいスロット番号が表示
されます。

3.7　測定リードを接続する



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-25IM 720120-01

1

2

3

4

5

6

7

付

索

3.8 熱電対を接続する

熱電対の接続
701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、および 720266 
(TEMP/HPV) の入力端子 ( バインディングポスト端子 ) に熱電対の補償導線を接続すると
きは、端子のつまみを緩めたあと、導線をはさんで締め付けてください。

		

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

補償導線（または熱電対素線）

L

H ＋脚

－脚
熱電対へ

	 警　　告
SL1000 の画面にオーバーレンジが表示されたときは、観測波形や波形測定値より
も高い電圧が入力されている恐れがあります。感電を避けるため、入力されてい
る電圧レベルを確認してください。

			 

Range Out Slot1_L  >>

チャネル位置
 U： スロットの上側のチャネル
 L： スロットの下側のチャネル
スロット番号

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときに表示
発生しているチャネルのうち最も小さいスロット番号が表示
されます。

	 注　　意
・	 701261(UNIVERSAL)、701262(UNIVERSAL(AAF))、701265(TEMP/HPV)、および

720266(TEMP/HPV) は、本機器本体とは絶縁されていますが、下記の値を超え
る電圧を加えると、入力部が損傷する恐れがあります。周波数が 1kHz を超え
るときは、この電圧以下でも損傷することがあります。

	 最大入力電圧 ( 入力端子の H-L 間、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 42V(DC ＋ ACpeak)

	 最大定格対地間電圧 ( 入力端子の L とアース間、周波数が 1kHz 以下のとき )
	 42V(DC ＋ ACpeak)(CAT II、30Vrms)

・	 熱電対の＋脚、－脚を逆に接続すると正確な測定ができません。
・	 熱電対を接続した直後では、入力端子部分の熱バランスがくずれ測定誤差を生

ずる場合があるので、10 分程度時間をおいてから測定してください。
・	 測定入力端子に直接冷暖房の風を当てたり、熱源の影響を受けるような場所で

の測定では、入力端子部分の熱バランスがくずれ誤差の原因になります。
	 このような環境で測定をする場合は、配置を変えるなど、防護策をとってくだ

さい。
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3.9 ブリッジヘッドを接続する

ひずみモジュール (701270(STRAIN_NDIS) および 701271(STRAIN_DSUB)) に、ひずみ測
定用ブリッジ ( ブリッジヘッド ) またはひずみゲージ式変換器を接続して、ひずみを測
定します。
本節では、当社のブリッジヘッド ( 形名：701955、701956、701957、701958) を接続
する方法や注意事項を主に説明します。他のひずみ測定用ブリッジまたはひずみゲージ
式変換器の接続については、それぞれの説明書をご覧ください。

	 注　　意
ひずみモジュールには、ひずみ測定用ブリッジ(ブリッジヘッド)またはひずみゲー
ジ式変換器以外の機器を接続しないでください。他の機器を接続したり、下記の
値を超える電圧を加えると、入力部を損傷する恐れがあります。
・	 最大入力電圧 (Input ＋、Input －間 )
	 10V(DC+ACpeak)
・	 最大定格対地間電圧 ( 各端子とアース間 )
	 42V(DC+ACpeak)(CAT II、30Vrms)

ひずみゲージの接続
ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) は、1 ゲージ法、1 ゲージ 3 線法、
隣辺 2 ゲージ法、対辺 2 ゲージ法、対辺 2 ゲージ 3 線法、4 ゲージ法の 6 種類の接続方
法に適応できます。詳細は、ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) に付
属のマニュアルをご覧ください。
ブリッジヘッド (701955、701956、701957、701958) 以外のひずみ測定用ブリッジまた
はひずみゲージ式変換器をご使用の場合は、それぞれの説明書をご覧ください。

ひずみモジュールとブリッジヘッドの接続
ひずみモジュール (701270) とブリッジヘッド (701955、701956) を使用する場合
ブリッジヘッド (701955、701956) に付属されているケーブルで、701270(STRAIN_NDIS)
とブリッジヘッドを接続します。

		  ひずみモジュール
701270(STRAIN_NDIS)

ケーブル
ブリッジヘッド
701955、701956

ひずみモジュール (701271) とブリッジヘッド (701957、701958) を使用する場合
ブリッジヘッド (701957、701958) に付属されているケーブルで、701271(STRAIN_
DSUB) とブリッジヘッドを接続します。

		  ケーブル
ブリッジヘッド
701957、701958

ひずみモジュール
701271(STRAIN_DSUB)



測
定
を
開
始
す
る
前
に

3-27IM 720120-01

1

2

3

4

5

6

7

付

索

MIL 規格 (MIL-C-26482) のコネクタ配線がされているブリッジヘッドを使用する場合
701270(STRAIN_NDIS) のコネクタは、NDIS コネクタ * です。当社のコネクタ変換ケーブ
ル (700935) を使用し、MIL-NDIS 変換をして、701270 に接続してください。
*	 日本非破壊検査協会推奨コネクタ

コネクタ変換ケーブル
(700935)　長さ1.5m

MIL規格準拠のコネクタ配線が
されているブリッジヘッド

A
B
C
D

C
NDIS MIL

B
D
A

NDISコネクタのピン配置 MIL規格準拠コネクタのピン配置
端子対応

A : Bridge+(ブリッジ電圧＋)
B : Input‒(測定信号－)
C : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
D : Input+(測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+
  (ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒
  (ブリッジ電圧－のセンシング)

A : Signal+
B : Signal‒
C : Excitation+
D : Excitation‒
E : NC(無接続)
F : NC(無接続)

ひずみモジュール
701270(STRAIN_NDIS)

B

CD

E
F

G
A

B

CD

E
F

G B
C

D
E
F

A
B
C

D
E
F

当社のコネクタ A1002JC を使用する場合
当社のひずみモジュールのコネクタに合う A1002JC を使用して、接続ケーブルを作り、
ひずみモジュールにひずみ測定用ブリッジまたはひずみゲージ式変換器を接続すること
ができます。

		

A : Bridge+(ブリッジ電圧＋)
B : Input‒(測定信号－)
C : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
D : Input+(測定信号＋)
E : Floating  common
F : Sense+(ブリッジ電圧＋のセンシング)
G : Sense‒(ブリッジ電圧－のセンシング)

ピン配置NDISコネクタA1002JC
(2個で1単位)

(1)

矢印(1)の方向から見た場合

B

CD

E
F

G
A

B

CD

E
F

G

Note
・	 コネクタシェルは、SL1000 本体の筐体電位 ( アース ) に接続されています。
・	 A ～ G の各信号は、モジュール内部で絶縁されています。
・	 接続ケーブルを作るときには、外部ノイズを避けるため、シールド線を使用されることを

おすすめします。

	 注　　意
コネクタの配線には、十分注意してください。配線がショートしていたり、誤配
線していると、本機器や本機器に接続される機器を損傷することがあります。

3.9　ブリッジヘッドを接続する



D-Sub コネクタのピン配置

矢印(1)の方向から見た場合

1 : Floating  common
2 : Sense‒(ブリッジ電圧－のセンシング)
3 : Shuntcal‒(シャント信号－)
4 : Shuntcal＋(シャント信号＋)
5 : Sense+(ブリッジ電圧＋のセンシング)
6 : Bridge‒(ブリッジ電圧－)
7 : Input‒(測定信号－)
8 : Input+(測定信号＋)
9 : Bridge+(ブリッジ電圧＋)

D-Sub9ピン
コネクタ

コネクタシェル

ケーブル

(1)

54321

9876
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3.10 加速度センサを接続する

701275(ACCL/VOLT) で加速度を測定する場合は、加速度センサを接続します。加速度セ
ンサについての詳細は、それぞれの説明書をご覧ください。

	 警　　告
SL1000 の画面にオーバーレンジが表示されたときは、観測波形や波形測定値より
も高い電圧が入力されている恐れがあります。感電を避けるため、アクイジショ
ンソフトウエアの波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるように測定レ
ンジを変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

			 

Range Out Slot1_L  >>

チャネル位置
 U： スロットの上側のチャネル
 L： スロットの下側のチャネル
スロット番号

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときに表示
発生しているチャネルのうち最も小さいスロット番号が表示
されます。

	 注　　意
・	 701275(ACCL/VOLT) に下記の値を超える電圧を加えると、入力部を損傷する恐

れがあります。
	 最大入力電圧：42V(DC+ACpeak)
・	 加速度センサを接続するときには、センサにバイアス電流を供給しないで接続

してください。センサにバイアス電流を供給した状態で加速度センサを接続す
ると、加速度センサの内部回路を損傷する恐れがあります。

・	 本機器では、定電流駆動型で、駆動電流：4mA、駆動電圧：22V に対応する加
速度センサだけを使用できます。

加速度センサの接続
アンプ内蔵型加速度センサを接続する場合
本機器では、アンプ内蔵型 ( ローインピーダンス型 ) 加速度センサを直接接続すること
ができます。アンプ内蔵型加速度センサの接続には、BNC コネクタ用の接続ケーブルを
使用してください。接続ケーブルは、使用する加速度センサに対応するものをご使用く
ださい。
加速度センサは、加速度センサにバイアス電流が供給されない状態 (Bias 設定：OFF) で
接続してください。接続後は、加速度センサに電流を供給して測定を行います。
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電荷出力型加速度センサを接続する場合
電荷出力型 ( ハイインピーダンス型 ) 加速度センサは、アンプ回路を内蔵していないため、
本機器に直接接続することはできません。次の 2 つの方法のどちらかで接続してくださ
い。

	 チャージアンプを使用する方法
	 電荷出力型加速度センサを高絶縁ローノイズ型のケーブルでチャージアンプに接続し

ます。チャージアンプで電圧信号に変換された加速度信号 ( 電荷信号 ) を、通常の同
軸ケーブルで本機器に入力します。本機器では電圧測定モードで測定します。測定デー
タは、本機器のスケール変換機能を使って加速度値に変換することができます。

			 

701275(ACCL/VOLT)
(電圧測定)

電荷出力型
加速度センサ

通常の
同軸ケーブル

高絶縁
ローノイズ
ケーブル

チャージアンプ

SL1000

	 チャージコンバータを使用する場合
	 電荷出力型加速度センサを高絶縁ローノイズ型のケーブルでチャージコンバータに接

続します。チャージコンバータを本機器から定電流駆動することで、アンプ内蔵型加
速度センサと同様の電圧信号が得られます。本機器では加速度測定モードで測定し、
チャージコンバータにバイアス電流を供給します。チャージコンバータのゲインと電
荷出力型加速度センサの感度から本機器の入力感度を換算して設定します。

	 本機器で使用できるチャージコンバータは、定電流駆動型で、駆動電流：4mA、駆動
電圧：22V に対応するチャージコンバータだけです。

			 
電荷出力型
加速度センサ

通常の
同軸ケーブル

高絶縁
ローノイズ
ケーブル

チャージ
コンバータ

701275(ACCL/VOLT)
(加速度測定)

SL1000

Note
本機器の加速度の測定単位は、m/s2 です。加速度センサによっては、感度が mV/G で表されて
いることがありますが、このような場合は、単位を換算してご使用ください。(1G=9.81m/s2)

注意事項
・	 加速度センサには、仕様範囲外の衝撃 ( 加速度センサの取扱説明書参照 ) を与えない

でください。センサが損傷する恐れがあります。
・	 加速度センサに急激な温度変化をさせないでください。温度変化によって、加速度セ

ンサの出力値に影響を与える場合があります。
・	 加速度センサのバイアス電流の初期設定は、OFF です。加速度センサを使用する前に、

必ず ON にしてください。バイアス電流は、加速度を測定する場合だけ有効です。他
の項目を測定する場合は、自動的に OFF になります。バイアス電流の ON/OFF の設
定は、本機器の電源を OFF にしても保存されます。
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3.11 周波数モジュールにセンサを接続する

接続可能なセンサ / 信号出力源
下表に示すようなセンサ / 信号出力源を接続することができます。入力設定では、各セ
ンサ / 信号出力源に合ったプリセットが準備されています。プリセットの設定操作につ
いては、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧くだ
さい。
センサ / 信号出力源 プリセット名
5V 系ロジック信号、5V 出力のセンサ、TTL 出力を持つセンサ Logic 5V
3V 系ロジック信号、3V 出力のセンサ Logic 3V
12V で駆動されるリレー / シーケンス駆動回路、12V 駆動のセンサ Logic 12V
24V で駆動されるリレー / シーケンス駆動回路、24V 駆動のセンサ Logic 24V
正負両方向の電圧が出力されるセンサ / エンコーダ、正弦波出力のセンサ ZeroCross
100VAC 電源 ( 絶縁プローブ 700929 か 701947、またはパッシブプローブ

702902) を介して接続 )
AC100V

200VAC 電源 ( 絶縁プローブ 700929 か 701947、またはパッシブプローブ
702902) を介して接続 )

AC200V

発電型電磁ピックアップ EM Pickup
オープンコレクタ出力 (0 ～ 5V 出力 ) のセンサ、接点出力 Pull-up 5V

	 警　　告
SL1000 の画面にオーバーレンジが表示されたときは、観測波形や波形測定値より
も高い電圧が入力されている恐れがあります。感電を避けるため、アクイジショ
ンソフトウエアの波形表示エリア内に波形の振幅全体を表示できるように測定レ
ンジを変更して、入力されている電圧レベルを確認してください。

			 

Range Out Slot1_L  >>

チャネル位置
 U： スロットの上側のチャネル
 L： スロットの下側のチャネル
スロット番号

複数のチャネルでオーバーレンジが発生しているときに表示
発生しているチャネルのうち最も小さいスロット番号が表示
されます。

センサ / 信号出力源に接続するときの注意

	 注　　意
・	 直接入力時の最大入力電圧は、下記の値です。この値を超える電圧を加えると、

入力部が損傷する恐れがあります。42V 以上の高電圧を入力するときは、必ず
絶縁プローブ (700929、701947)、またはパッシブプローブ 702902 を介して接
続してください。

	 最大入力電圧：42V(DC ＋ ACpeak) (CAT II)
・	 最小入力電圧は、0.2Vpp です。0.2Vpp 未満の電圧振幅では、測定値が不安定

になることがあります。
・	 センサの取り付け / 取り外しは、測定する回転体の動作が停止していることを

確認してから行ってください。
・	 電磁ピックアップ使用時以外は、プリセットを電磁ピックアップ (EM Pickup)

に設定しないでください。
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電磁ピックアップの接続について
・	 本機器では、発電型の電磁ピックアップを直接接続することができます。外部から電

源供給が必要な電磁ピックアップや出力に終端抵抗が必要な電磁ピックアップには、
対応していません。

・	 電磁ピックアップの接続には、BNC コネクタ用の接続ケーブルを使用してください。
接続ケーブルは、使用する電磁ピックアップに対応するものをご使用ください。

・	 入力セットアップが電磁ピックアップ設定中は、設定入力電圧レンジに対して入力電
圧レベルがオーバーしているかどうか判断しません。このため、LED 表示 (3-9 ペー
ジ参照 ) は、入力電圧レベルがオーバー状態であっても、赤色に点灯しません。

			 

701281(FREQ)
720281(FREQ)

発電型電磁ピックアップ

測定対象の
回転体 BNCコネクタ

SL1000

3.11　周波数モジュールにセンサを接続する
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第 4 章	 測定をスタート / ストップする

4.1 PC と接続する

USB で接続する
USB インタフェースの仕様
本機器のフロントパネルには、USB ポートがあります。
項目 仕様
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 に準拠
コネクタ タイプ B コネクタ ( レセプタクル )
ポート数 1
電源 セルフパワー
対応システム環境 Windows XP(Service Pack2 以降 )、Windows Vista、Windows 7、Windows 8、

Windows 8.1 で動作し、USB ポートが標準装備されている機種 (PC との接
続には、別途デバイスドライバが必要 )

		

HIGH-SPEED DATA ACQUISITION UNIT

SLOT 1
SLOT 2

3
SLOT

SLOT 4

5
SLOT

SLOT 6

7
SLOT

SLOT 8

EXT CLK IN

POWER

TRIG'D

START/STOP

DISPLAY

PROBE POWER(   12 V DC   )

USB インタフェースによる接続
接続時の注意

・	 USB ケーブルは、USB コネクタに奥までしっかりと差し込んで接続してください。
・	 USB ハブを使って複数の機器を接続する場合は、本機器をコントローラに最も近い

USB ハブに接続してください。

Note
USB ケーブルを取り外す場合は、必ずアクイジションソフトウエアを終了するか、SL1000 と
の通信を切断してください。詳細は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル
IM720120-61 をご覧ください。
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イーサネットで接続する ( オプション )
イーサネットインタフェースの仕様
本機器のリアパネルには、1000BASE-T ポートがあります。
項目 仕様
通信ポート数 1
電気的・機械的仕様 IEEE802.3 準拠
伝送方式 Ethernet(1000BASE-T/100BASE-TX)
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス DHCP クライアント、DNS クライアント、FTP サーバ、SMTP クライアント、

SNTP クライアント、VXI-11
コネクタ形状 RJ-45 コネクタ

		
100-120 V220-240 V AC
300 VA MAX 50/60 Hz

TRIG IN

TRIG OUT

POWERON

OFF
LINK

ACT
ETHERNET1000BASE-T

LINK

ACT

RJ-45モジュラジャック

ETHERNET
1000BASE-Tポート

LINK LED
本機器のポートと接続先の機器との
リンクが確立し、相互に通信可能な
状態にあるときに点灯します。
ACT LED
パケットの送受信が正常に行われて
いるときに点滅します。

接続するときに必要なもの
接続には、必ず次のケーブルのどちらかを使用してください。

・	 UTP(Unshielded Twisted-Pair) ケーブル ( カテゴリ 6 以上 )
・	 STP(Shielded Twisted-Pair) ケーブル ( カテゴリ 6 以上 )

Note
TCP/IP の設定は、アクイジションソフトウエアで行います。詳細は、アクイジションソフトウ
エア ユーザーズマニュアル IM720120-61 の 3.2 節をご覧ください。

4.1　PC と接続する
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接続方法
ネットワーク上の PC と接続する場合

1.	 本機器の電源を OFF にします。
2.	 リアパネルにある ETHERNET 1000BASE-T ポートに、UTP( または STP) ケーブル

の片方のコネクタを接続します。
3.	 UTP( または STP) ケーブルのもう一方のコネクタをハブ / ルータに接続します。
4.	 本機器の電源を ON にします。

					   

1000BASE-T対応の変換器(ハブやルータ)

UTPケーブルまたはSTPケーブル
(いずれもストレートケーブル)

PC

SL1000

PC と 1 対 1 で接続する場合
1.	 本機器と PC の電源を OFF にします。
2.	 リアパネルにある ETHERNET 1000BASE-T ポートに、UTP( または STP) ケーブル

の片方のコネクタを接続します。
3.	 UTP( または STP) ケーブルのもう一方のコネクタをハブ / ルータに接続します。
4.	 同様に PC とハブ / ルータを接続します。
5.	 本機器の電源を ON にします。

					   

1000BASE-T対応の変換器(ハブやルータ)

UTPケーブルまたはSTPケーブル
(いずれもストレートケーブル)

PC

SL1000

Note
・	 PC と 1 対 1 で接続する場合は、PC 側にオートネゴシエーション対応のネットワークカー

ド (1000BASE-T/100BASE-TX 自動切り替えのもの ) が必要です。
・	 UTP ケーブルまたは STP ケーブル ( いずれもストレートケーブル ) を使用するときは、必ず

カテゴリ 6 以上のものを使用してください。
・	 ハブ / ルータを使用せずに本機器と PC を直接接続することは避けてください。直接接続で

の通信では、動作を保証できません。
・	 DHCP が ON になっているネットワークでは、SL1000 のイーサネット設定を変更しなくて

もネットワークに接続できます。
・	 DHCP が OFF になっているネットワークでは、SL1000 のイーサネット設定の変更が必要

です。イーサネット設定については、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル
IM720120-61 の 3.2 節をご覧ください。

・	 イーサネットケーブルを取り外す場合は、必ずアクイジションソフトウエアを終了するか、
SL1000 との通信を切断してください。詳細は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマ
ニュアル IM720120-61 をご覧ください。

4.1　PC と接続する
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グループ ID/ ユニット ID を設定する
アクイジションソフトウエアで検索するときのグループ ID、ユニット ID を設定します。

操　　作
グループ ID の設定

1.	 本機器の電源を OFF にします。
2.	 リアパネルのロータリースイッチ (GROUP) にドライバを差し込み、グループ ID

を設定します。

ユニット ID の設定
3.	 リアパネルのロータリースイッチ (UNIT) にドライバを差し込み、ユニット ID

を設定します。
4.	 本機器の電源を ON にします。

解　　説
グループ ID
ユニットが所属するグループの ID 番号を設定します。
設定範囲：	 0 ～ F

ユニット ID
ユニットの ID 番号を設定します。

単独運転時
ユニット ID は 0 に設定してください。 
同期運転時

・マスター機のユニット ID：0
・スレーブ機のユニット ID：1 ～ 7

Note
・	 ロータリースイッチ (UNIT) の 8 ～ 9 は無効です。
・	 グループ ID、ユニット ID は、本機器の電源 ON 状態では変更されません。グループ ID、ユニッ

ト ID を変更する場合は、本機器の電源を OFF にしてから設定してください。
・	 同期運転をするときは、マスター機、スレーブ機とも同一グループ ID(0 ～ F) を設定してく

ださい。マスター機のユニット ID は 0、スレーブ機のユニット ID は 1 ～ 7 で、接続がマスター
機に近い機器から 1、2、3、・・・7 と昇順に設定してください。なお、誤った値を設定す
ると正常に動作しません。
例 ) グループ ID=1 で、4 台を同期運転するとき

マスター：	 GROUP-ID=1、UNIT-ID=0
スレーブ #1：	 GROUP-ID=1、UNIT-ID=1
スレーブ #2：	 GROUP-ID=1、UNIT-ID=2
スレーブ #3：	 GROUP-ID=1、UNIT-ID=3

4.1　PC と接続する

GROUP UNIT

0 F 0

5

11
2

2

3
3

4
4

66
7

7

8

8

9

9

ED
C

BA5
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GROUP-ID(=0 ～ F)
UNIT-ID=0

Ethernet/USB PC

単独運転

マスター
UNIT-ID=0

スレーブ #1
UNIT-ID=1

スレーブ #2
UNIT-ID=2

スレーブ #7
UNIT-ID=7

SYNC OUT SYNC IN

同一 GROUP-ID(=0 ～ F)

SYNC OUT SYNC IN SYNC OUT SYNC IN

PC

Ethernet/USB

同期運転

Note
・	 同期運転の機能については 2.4 節をご覧ください。
・	 同期入出力コネクタや同期接続ケーブルの接続方法については、5.7 節をご覧ください。
・	 同期運転の操作方法やアクイジションソフトウエアの注意事項は、アクイジションソフト

ウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧ください。

4.1　PC と接続する
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4.2 測定をスタート / ストップする

スタンドアロンで、測定をスタート / ストップします。
単独運転、または同期運転のマスター機のときに操作できます。
オンライン動作の操作方法は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル
IM720120-61 をご覧ください。

操　　作
測定をスタートする

Note
測定をスタートする前に、専用ソフトウエアでシステム構築、および測定条件を設定しておい
てください。設定方法は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61
をご覧ください。

1.	 START/STOP キーを押します。測定がスタートされ、START/STOP キーが点灯し
ます。

測定をストップする
2.	 START/STOP キーを押します。測定がストップされ、START/STOP キーが消灯し

ます。

解　　説
START/STOP キーを押して測定をスタートしたときは、アクイジションスタートと記録
スタートが実行されます。START/STOP キーを押して測定をストップしたときは、アク
イジションストップと記録ストップが実行されます。ただし記録スタート / 記録ストッ
プは、オンライン接続で設定した測定条件により変わります。
詳細は、アクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧くだ
さい。

START/
STOP

DISPLAY
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5.1 外部クロック入力端子の接続 (EXT CLK IN)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機
器を損傷する恐れがあります。

外部クロック入力端子
外部クロック信号で、本機器を動作させたいときに使用します。

		
EXT CLK IN

項目 仕様
コネクタ形式 BNC
入力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
有効エッジ 立ち上がりエッジ
最小パルス幅 High/Low ともに 100ns 以上
外部クロック周波数範囲 最高 5MHz
サンプリングジッタ (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内

外部クロック入力の回路図

		

LCX14相当100Ω

＋5V

4.7kΩ

100pF
EXT CLK

第 5 章	 外部入出力端子
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5.2 外部トリガ入力端子の接続 (TRIG IN)

	 注　　意
以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本機
器を損傷する恐れがあります。

外部トリガ入力端子
外部信号をトリガソースにするときに使用します。

		
TRIG IN

項目 仕様
コネクタ形式 BNC
入力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
最小パルス幅 100ns
有効エッジ 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ
トリガ遅延時間 (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内

外部トリガ入力の回路図 / タイミングチャート

		

VHC14相当100Ω

＋5V

4.7kΩ

100pF
TRIG IN

		

最小パルス幅

トリガ遅延時間

TRIG IN
( のとき)

内部トリガ
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5.3 トリガ出力端子の接続 (TRIG OUT)

	 注　　意
TRIG OUT 端子に外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷する恐
れがあります。

トリガ出力端子
トリガがかかったときに CMOS レベルの信号を出力します。通常は High で、トリガが
かかると Low になります。

		
TRIG OUT

項目 仕様
コネクタ形式 BNC
出力レベル CMOS レベル (0 ～ 5V)
論理 トリガ成立時に立ち下がり、アクイジション終了時に立ち上がる
出力遅延時間 (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内
出力保持時間 100ns 以上

トリガ出力の回路図 / タイミングチャート

		
TRIG OUT

120Ω
HC245相当

		

トリガ発生(トリガポジションの時間)

トリガ出力

内部トリガ

出力保持時間

出力遅延時間
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ローレベル / ハイレベルの保持時間

		

H
L

トリガ出力

ポスト時間

トリガ発生トリガ発生

プリ ポストポスト プリ
波形取り込み

トリガ トリガ

5.3　トリガ出力端子の接続 (TRIG OUT)
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5.4 アラーム出力端子の接続 (ALARM)

	 注　　意
・	 アラーム出力端子に外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷

する恐れがあります。
・	 アラーム出力端子間をショートさせないでください。本機器を損傷する恐れが

あります。
・	 アラーム出力端子に信号線を接続する ( または取り外す ) ときは、必ず本機器の

電源スイッチが OFF の状態で行ってください。

アラーム出力端子
アラームが発生したときに TTL レベルの信号を出力します。通常は High で、アラーム
が発生すると Low になります。

		

ALARM

項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
出力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 通常時に High、アラーム発生時に Low

信号線の接続 / 取り外し
マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら、先端部分の被覆をむいた信号線を
端子に差し込みます。信号線が確実に端子にロックされていることを確認してください。

		  	

信号線を取り外すときには、マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら信号線
を引き出します。

Note
マイナスドライバでネジレス端子上部を押すときには、本機器が動かないようにしっかり押さ
えてください。

アラーム出力の信号線は、下記のものをご使用ください。
・	 信号線の太さ ( 単線 )：	 Ø0.4 ～ 1.0 (AWG26 ～ 18)
		  ( 撚り線 )：	 0.3 ～ 0.75mm2 (AWG22 ～ 20)

・	 信号線の推奨むき長さ：	 10mm
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アラーム出力の回路図

		  ALARM
120Ω

＋5V

4.7kΩ

5.4　アラーム出力端子の接続 (ALARM)
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5.5 リモート入力端子の接続 (REMOTE)

	 注　　意
・	 以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過大電圧などにより本

機器を損傷する恐れがあります。
・	 リモート入力端子に信号線を接続する ( または取り外す ) ときは、必ず本機器の

電源スイッチが OFF の状態で行ってください。

リモート入力端子
リモート信号を使って、アクイジションスタート / ストップするときに使用します。
Low でスタート、High でストップになります。

		

REMOTE

項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
入力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 Low でスタート、High でストップ

信号線の接続 / 取り外し
マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら、先端部分の被覆をむいた信号線を
端子に差し込みます。信号線が確実に端子にロックされていることを確認してください。

		  	

信号線を取り外すときには、マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら信号線
を引き出します。

Note
マイナスドライバでネジレス端子上部を押すときには、本機器が動かないようにしっかり押さ
えてください。

リモート入力の信号線は、下記のものをご使用ください。
・	 信号線の太さ ( 単線 )：	 Ø0.4 ～ 1.0 (AWG26 ～ 18)
		  ( 撚り線 )：	 0.3 ～ 0.75mm2 (AWG22 ～ 20)

・	 信号線の推奨むき長さ：	 10mm
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リモート入力の回路図

		

VHC14相当120Ω

＋5V

4.7kΩ

100pF
REMOTE

5.5　リモート入力端子の接続 (REMOTE)
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5.6 GO/NO-GO 出力端子の接続 (GO/NO-GO)

	 注　　意
・	 GO/NO-GO 出力端子に外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損

傷する恐れがあります。
・	 GO/NO-GO 出力端子間をショートさせないでください。本機器を損傷する恐れ

があります。
・	 GO/NO-GO 出力端子に信号線を接続する ( または取り外す ) ときは、必ず本機

器の電源スイッチが OFF の状態で行ってください。

GO/NO-GO 出力端子
SL1000 で GO/NO-GO 判定した結果を外部に出力できます。

		

GO NOGO

項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
出力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 通常時に High、判定時に Low

信号線の接続 / 取り外し
マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら、先端部分の被覆をむいた信号線を
端子に差し込みます。信号線が確実に端子にロックされていることを確認してください。

		

信号線を取り外すときには、マイナスドライバでネジレス端子上部を押しながら信号線
を引き出します。

Note
マイナスドライバでネジレス端子上部を押すときには、本機器が動かないようにしっかり押さ
えてください。

GO/NO-GO 出力の信号線は、下記のものをご使用ください。
・	 信号線の太さ ( 単線 )：	 Ø0.4 ～ 1.0 (AWG26 ～ 18)
		  ( 撚り線 )：	 0.3 ～ 0.75mm2 (AWG22 ～ 20)

・	 信号線の推奨むき長さ：	 10mm
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NO-GO OUT 信号
判定結果が「NO-GO」( 否 ) の判定のときに、出力信号レベル (TTL レベル ) がハイレベル (H)
から、一時的にローレベル (L) になります。

GO OUT 信号
判定結果が「GO」( 合 ) 判定のときに、出力信号レベル (TTL レベル ) がハイレベル (H) から、
一時的にローレベル (L) になります。

GO/NO-GO 出力の回路図

		  GO/NO-GO
120Ω

＋5V

4.7kΩ

GO/NO-GO OUT 出力タイミング

		

波形取込 波形取込

結果
判定 判定

結果
NO-GO OUT

GO OUT

出力タイミング
EXEC

5µs
以上

次の判定が受け付けられる状態になるまでLow
のままです。
条件成立時の動作を設定しているときは、その
動作が終了するまで時間が延長されます。

5.6　GO/NO-GO 出力端子の接続 (GO/NO-GO)
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5.7 同期入出力コネクタ (SYNC IN/SYNC OUT)

	 注　　意
・	 同期運転をするときには、必ず別売の同期接続ケーブル ( 形名：720901-01(1m)

または 720901-02(3m)) を使用してください。
・	 同期入力コネクタに以下の仕様を満たさない信号は入力しないでください。過

大電圧などにより本機器を損傷する恐れがあります。
・	 同期出力コネクタに外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷

する恐れがあります。
・	 同期出力コネクタの端子間をショートさせないでください。本機器を損傷する

恐れがあります。
・	 同期入出力コネクタに同期接続ケーブルを接続する ( または取り外す ) ときは、

必ず本機器の電源スイッチが OFF の状態で行ってください。電源 ON の状態で
は、本機器を損傷する恐れがあります。

同期入出力コネクタ
SL1000 を最大 8 台まで連結して、同期運転をするときに使用します。

		
SYNC OUT SYNC IN 

コネクタ名 項目 仕様
SYNC IN コネクタ形式 36 ピンハーフピッチ ( メス )
SYNC OUT コネクタ形式 26 ピンハーフピッチ ( メス )

同期運転
複数台の SL1000 の同期入出力コネクタ (SYNC IN/SYNC OUT) を同期接続ケーブルで、
デイジーチェーンに接続します。

マスター
UNIT-ID=0

スレーブ #1
UNIT-ID=1

スレーブ #2
UNIT-ID=2

スレーブ #7
UNIT-ID=7

SYNC OUT SYNC IN SYNC OUT SYNC IN SYNC OUT SYNC IN

PC

Ethernet/USB

同期接続ケーブル 同期接続ケーブル

仕様
・	 SL1000 接続台数：	 最大 8 台
・	 同期接続ケーブル長：	 合計で 10m 以下
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同期接続ケーブルの接続

		

TRIG OUT 
TRIG IN 

POWER 
ON 

OFF 

100-120 V 220-240 V AC 
300 VA MAX 50/60 Hz 

SYNC OUT 

SYNC IN 

LINK 

ACT 
ETHERNET 1000BASE-T 

TRIG OUT 
TRIG IN 

POWER 
ON 

OFF 

100-120 V 220-240 V AC 
300 VA MAX 50/60 Hz 

SYNC OUT 

SYNC IN 

LINK 

ACT 
ETHERNET 1000BASE-T 

SYNC OUT

SYNC IN

同期接続ケーブル

・	 SYNC OUT コネクタには同期接続ケーブルの 26 ピン側を、SYNC IN コネクタには 36
ピン側を接続してください。

・	 同期接続ケーブルは、同期入出力コネクタに確実に接続し、ロックされていることを
確認してください。

・	 マスター機の SYNC IN コネクタと、最終スレーブ機の SYNC OUT コネクタは必ずオー
プンで使用してください。接続すると、正常に動作しないことがあります。

・	 同期接続ケーブルは、長さの合計が 10m 以下となるようにしてください。10m を超
えると、正常に動作しないことがあります。

Note
・	 同期運転の機能については 2.4 節をご覧ください。
・	 グループ ID、ユニット ID の設定方法は 4.1 節をご覧ください。
・	 同期運転の操作方法やアクイジションソフトウエアの注意事項は、アクイジションソフト

ウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧ください。

5.7　同期入出力コネクタ (SYNC IN/SYNC OUT)
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第 6 章	 保守

6.1 故障 ? ちょっと調べてみてください

異常時の対処方法
・	 画面にメッセージが表示されているときは、次ページ以降をお読みください。
・	 サービスが必要なとき、または対処方法どおりにしても正常に動作しないときは、お

買い求め先まで修理をお申しつけください。

内容 考えられる原因 対処方法 参照節
電源が入らない 定格の範囲外の電源を使用している 正しい電源を使用してください。 3.4
画面の表示がおかしい システムが異常である 電源を再投入してください。 3.4
キー操作ができない キーロック状態である START/STOP キーを長押しして、キーロッ

クを解除してください。
1.2

それ以外 サービスが必要です。 －
トリガがかからない トリガの設定が適当でない トリガ条件を正しく設定してください。 *
測定値がおかしい 十分なウォーミングアップをしてい

ない
電源 ON 後、30 分間ウォーミングアップ
を行ってください。

－

キャリブレーションされていない キャリブレーションを行ってください。 *
プローブの位相が補正されていない 位相補正を正しく行ってください。 3.6
プローブの減衰比が正しくない 正しい値に設定してください。 *
それ以外 キャリブレーションを行ってください。 

それでも測定値がおかしいときは、サー
ビスが必要です。

*

指定したメディアにデータ
がセーブできない

メディアが初期化されていない 初期化してください。 －
メディアの空き容量がない 不要なファイルを消してください。 －

通信インタフェースによる
設定・動作制御ができない

プログラムで引用している本機器の
アドレスが、設定したアドレスと異
なっている

プログラムと本機器のアドレスを同じに
してください。

*

電気的・機械的仕様に合った使い方
をしていない

仕様に合った方法で使用してください。 *

*	 別冊のアクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61 をご覧くだ
さい。
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6.2 各種コードと対処方法

エラーコード
使用中に画面にエラーコードが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明
します。対処方法でサービスが必要なときは、お買い求め先まで修理をお申し付けくだ
さい。
以下のエラーコード以外にも、アクイジションソフトウエアのエラーメッセージがあり
ます。これらは別冊のアクイジションソフトウエア ユーザーズマニュアル IM720120-61
に記載してあります。

ステータスメッセージ
種別 コード 内容 対処方法 参照節
M 52 オートセットアップを実行中です。 － IM720120-61
M 53 オートセットアップを終了しました。 －
M 58 オートセットアップの Undo を実行中です。 －
M 59 オートセットアップの Undo を終了しました。 －
M 66 ひずみバランス調整を実行中です。 －
M 67 ひずみバランス調整を終了しました。 －
M 69 キャリブレーションを実行中です。 

( マニュアルキャリブレーション時 )
－

M 70 キャリブレーションを終了しました。 
( マニュアルキャリブレーション時 )

－

M 74 内蔵 HDD フォーマット完了 －
M 78 設定値初期化の Undo を実行中です。 －
M 79 設定値初期化の Undo を終了しました。 －
M 81 使用している同期接続ケーブルの長さの合計が

規定 (10m) より長く、同期クロックの遅延補正
量を超えました。*

使用している同期接続ケーブルの長さの合計
が、10m 以下になるようにしてください。

5.7 節

M 88 設定値初期化を実行中です。 － M720120-61
M 89 設定値初期化を終了しました。 －

*	 同期運転時、マスター機から同期接続ケーブルの長さが 10m を超えている全スレーブ機で表
示されます。

実行エラー
種別 コード 内容 対処方法 参照節
E 703 オートセットアップ、設定値初期化を実行して

いないため、Undo できません。
－ IM720120-61

E 713 オートキャリブレーションに失敗しました。 指定したチャネルの入力信号を確認してくださ
い。

E 714 ユニットが同期運転状態になっていないのに、
測定スタートが実行されました。

アクイジションソフトウエアを起動して同期運
転状態にしてから、測定をスタートしてくださ
い。

E 724 ひずみバランス調整に失敗しました。 指定したチャネルの接続を確認してください。
E 755 エンベロープ、ボックスアベレージの場合、タ

イムベースを外部クロックにはできません。
内部クロックに変更して、お使いください。

E 777 シャントキャル実行中にレンジオーバーが発生
しました。

測定レンジを大きくして、再度実行してくださ
い。

設定エラー
種別 コード 内容 対処方法 参照節
E 806 GO/NO-GO 実行中は、設定の変更はできませ

ん。
GO/NO-GO を中止してから、再度設定してく
ださい。

IM720120-61

E 821 外部クロックのときは、トリガディレイを設定
できません。

内部クロックに変更して、お使いください。

E 877 現在のレコード長では表示チャネルが多すぎて
設定できません。

レコード長を短くしてください。
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システムエラー
種別 コード 内容 対処方法 参照節
E 901 設定データがバックアップできませんでした。

初期化します。バックアップ用電池が消耗して
いる可能性があります。

サービスが必要です。 6.3 説

E 904 バッファオーバランが発生しました。
規定時間内に書き込みができませんでした。 サンプルレートを遅くするか、測定するチャネ

ル数を減らしてください。 IM720120-61E 905 ユニットの内蔵 HDD でバッファオーバランが
発生しました。
規定時間内に書き込みができませんでした。

E 906 冷却ファンが停止しています。 直ちに電源を切ってください。 
サービスが必要です。

3.4 節

E 913 ディスクがいっぱいになりました。 不要なファイルを消すか、PC にファイルを転
送して空き容量を確保してください。

IM720120-61

E 938 キーロック中です。 START/STOP キーを長押ししてキーロックを解
除してください。

1.2 節

E 941 プローブパワーエラー発生が発生しました。 被測定電流と使用しているプローブの本数を確
認してください。

3.5 節

E 943 グループ内のユニットの接続状態が変化しまし
た、または同期クロックが消失しました。*

同期接続ケーブルの接続状況、およびグループ
内の全ユニットの電源が ON 状態か確認してく
ださい。

5.7 節

*	 同期運転時、電源が ON のグループ内全ユニットで表示されます。

ファイルエラー
種別 コード 内容 対処方法 参照節
E 1001 ファイルアクセスに失敗しました。 アクイジションソフトウエアの自己診断で、

HDD テストを実行してください。 
失敗した場合はサービスが必要です。

IM720120-61

E 1002 ファイル名に使用できない文字列が含まれてい
ます。

ファイル名を変更してください。

E 1003 ファイル名が最大文字数を超えています。 ファイル名を半角 256 文字以内に変更してく
ださい。

E 1004 ファイルコメントが最大文字数を超えていま
す。

ファイルコメントを半角 250 文字以内に変更
してください。

E 1005 メディアの空き容量が不足しています。 不要なファイルを消すか、新しいメディアを使
用してください。

E 1117 フリーラン自動記録可能な最大容量に達したた
め、測定を停止しました。。

記録をキャンセルする場合は、強制終了ボタン
を押してください。

表示例

		

E: 913  09:31:20
E: 703 10:52:36
M: 052 13:02:27
M: 053 13:05:15

発生時刻 (hh:mm:ss)
エラーコード

種別
E：エラー
M：メッセージ

6.2　各種コードと対処方法
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6.3 交換推奨部品

使用状況により寿命や交換周期が異なります。下表は目安としてご覧ください。
部品交換やご購入はお買い求め先にお申し付けください。

寿命がある部品
部品名称 寿命
液晶バックライト 通常の使用状態で、約 50,000 時間

消耗部品
下記の周期での交換をおすすめします。
部品名称 推奨交換期間
冷却ファン 3 年
バックアップ電池 ( リチウムバッテリ ) 5 年

内蔵ハードディスクの保証について
部品名称 保証期間
内蔵ハードディスク ご購入後 1 年 ( ただし、データについては保証対象外です。)
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第 7 章	 仕様

7.1 測定入力部

項目 仕様
最大入力チャネル数 16 チャネル
形状 プラグイン入力ユニット形式
スロット数 8 スロット
最大レコード長 使用チャネル数に依存

1 ～ 2CH 50M ワード /CH
3 ～ 4CH 25M ワード /CH
5 ～ 8CH 10M ワード /CH
9 ～ 16CH 5M ワード /CH

7.2 表示部

項目 仕様
ディスプレイ FSTN モノクロ液晶ディスプレイ
有効表示画面サイズ 45.2mm × 27.0mm
表示画素数 128 × 64
表示内容 共通部

・本体のグループ ID、ユニット ID
・ステータスアイコン
以下の内容を、DISPLAY キーを押すたびに切り替えて表示

・モジュール状態
・エラー情報
・通信パラメータ (/C10 オプション時 )

7.3 ストレージ

内蔵ハードディスクドライブ (/HD1 オプション )
項目 仕様
ドライブ数 1
サイズ 2.5 型
使用 HDD 容量 500GB FAT32
ファイル名 ロングファイル名 (ANK16 文字まで ) をサポート
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7.4 外部入出力部

外部クロック入力 (EXT CLK IN)
項目 仕様
コネクタ形式 BNC
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
有効エッジ 立ち上がりエッジ
最小パルス幅 High/Low ともに 100ns 以上
外部クロック周波数範囲 最高 5MHz
サンプリングジッタ (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内

外部トリガ入力 (TRIG IN)
項目 仕様
コネクタ形式 BNC
入力レベル TTL(0 ～ 5V)
最小パルス幅 100ns
有効エッジ 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ
トリガ遅延時間 (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内

トリガ出力 (TRIG OUT)
項目 仕様
コネクタ形式 BNC
出力レベル CMOS レベル (0 ～ 5V)
論理 トリガ成立時に立ち下がり、アクイジション終了時に立ち上がる
出力遅延時間 (100ns ＋ 1 サンプル周期 ) 以内
出力保持時間 100ns 以上

アラーム出力 (ALARM)
項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
出力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 通常時に High、アラーム発生時に Low

リモート入力 (REMOTE)
項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
出力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 Low でアクイジションスタート、High でアクイジションストップ

GO/NO-GO 出力 (GO/NO-GO)
項目 仕様
コネクタ形式 ネジレス端子
出力レベル TTL レベル (0 ～ 5V)
論理 通常時に High、判定時に Low

	

同期入出力 (SYNC IN/SYNC OUT)
項目 仕様
コネクタ形式 SYNC IN：	 36 ピンハーフピッチ ( メス )

SYNC OUT：	 26 ピンハーフピッチ ( メス )
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COMP 出力 ( プローブ補償用矩形波出力 )
項目 仕様
出力周波数 1kHz ± 1%
出力振幅 1Vp-p ± 10%

プローブパワー出力 (/P4 オプション )
項目 仕様
出力端子数 4
出力電圧 ± 12V　2 出力 ( 合計電流 1300mA まで )
使用可能プローブ 電流プローブ 701930 (150A) 3 本まで

電流プローブ 701931 (500A) 2 本まで
電流プローブ 701932 (30A) 3 本まで
電流プローブ 701933 (30A) 3 本まで

7.5 コンピュータインタフェース

USB-PC 接続
項目 仕様
コネクタ形式 USB タイプ B コネクタ ( レセプタクル )
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 準拠
対応転送規格 HS(High Speed) モード (480Mbps)、FS(Full Speed) モード (12Mbps)
ポート数 1
対応プロトコル USBTMC-USB488 (USB Test and Measurement Class Ver.1.0)
対応システム環境 Windows XP(Service Pack2 以降 )、Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1 の日

本語 / 英語版で動作し、USB ポートが装備されている機種

イーサネット (/C10 オプション )
項目 仕様
コネクタ形式 RJ-45 コネクタ
ポート数 1
電気的・機械的仕様 IEEE802.3 準拠
伝送方式 Ethernet(1000BASE-T/100BASE-TX)
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス DHCP、DNS、SNTP クライアント、SMTP クライアント、FTP サーバ、VXI-11
LED インジケータ LINK( リンク確立時に点灯 )、ACT( パケット送受信時点灯 )

7.6 同期運転

項目 仕様
最大接続台数 8 台
最大同期接続ケーブル長 合計で 10m 以下
ユニット間サンプリング誤
差

トリガモード時：	 ± 10ns、または 1 サンプリングクロックのうち大きい方
フリーランモード時：	 ± 20ns、または 1 サンプリングクロックのうち大きい方

同期内容 測定 / 記録の開始 / 停止、内部サンプリングクロック、外部サンプリングクロック、時刻、トリガ、
アラーム

7.4　外部入出力部 /7.5　コンピュータインタフェース /7.6　同期運転
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7.7 一般仕様

項目 仕様
基準動作条件 周囲温度： 23 ± 5 ℃

周囲湿度： 20 ～ 80 %RH
電源電圧 / 周波数の誤差： 定格の± 1% 以内
ウォームアップ時間 30 分以上経過後にキャリブレーション実行後

推奨校正周期 1 年
ウォームアップ時間 30 分以上
保存環境 温度： -20 ～ 60℃

湿度： 20 ～ 80%RH ( 結露しないこと )
高度： 3000m 以下

動作環境 温度： 5 ～ 40℃
湿度： 20 ～ 80%RH ( 結露しないこと )
高度： 2000m 以下

定格電源電圧 100 ～ 120VAC/220 ～ 240VAC ( 自動切換え )
電源電圧変動許容範囲 90 ～ 132VAC/198 ～ 264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動許容範囲 48 ～ 63Hz
電源ヒューズ 内蔵 ( 交換不可 )
最大消費電力 約 300VA MAX
耐電圧 電源 - ケース間 1500VAC、1 分間
絶縁抵抗 電源 - ケース間 500VDC、10MΩ以上
外形寸法 319mm (W) × 154mm (H) × 350mm (D)、突起部を含まず
質量 約 6kg ( 本体のみ )

約 9kg ( 本体 +( 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール ) × 8 個 )
機器の冷却方法 強制空冷、右側面 / 底面吸気、背面排気
バッテリバックアップ 設定値と時計を内蔵のリチウム電池でバックアップ
バッテリバックアップ電池
寿命

約 5 年 ( 周囲温度 25℃時 )

安全規格 適合規格 *1

EN61010-1、EN61010-2-030、EN61010-031、EN 60825-1
・	 屋内使用
・	 過電圧カテゴリ II*2

・	 測定カテゴリ ( 各モジュールの仕様を参照 (IM 720120-51))*3

・	 汚染度 2*4

・	 ひずみモジュール用ブリッジヘッド
	� 701270 を使用する場合は 701955 または 701956 を、701271 を使用する場合は 701957 また

は 701958 を使用してください。
エミッション 適合規格

EN61326-1 Class A、EN61326-2-1、EN55011 Class A、Group 1、オーストラリア、ニュージーラ
ンドの EMC 規制  EN55011  Class A、Group 1、韓国電磁波適合性基準 ( 한국 전자파적합성기준 )
�EN61000-3-2、EN61000-3-3

本製品はクラスＡ ( 工業環境用 ) 製品です。家庭環境においては、無線妨害を生ずることがあ
り、その場合は使用者が適切な対策を講ずることが必要となる場合があります。
また、入力モジュールに測定リードやプローブを接続したり、本機器と測定対象を接続した
場合、エミッションの要求事項を満たさなくなる可能性があります。その場合には、使用者
が適切な対応を講ずることが必要となることがあります。

ケーブル条件
・	 電流プローブ

電流プローブをモジュールの入力端子とプローブパワー端子に接続する場合、2 本のケーブル
の片側 ( 本体側、2 本まとめたかたちで ) にフェライトコア (TDK ZCAT2035-0930A、横河部品：
A1190MN) を取り付けてください。

・	 USB ケーブル
シールドケーブル ( 横河部品：A1421WL) を使用し、ケーブルの片側 ( 本体側 ) にフェライト
コア (TDK　ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) を取り付けてください。
ケーブルの長さは、3m 以下でご使用ください。

・	 外部トリガ／外部クロック入力／外部クロック出力
BNC ケーブルを使用し、ケーブルの片側 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK　ZCAT2035-
0930A、横河部品：A1190MN) を取り付けてください。
ケーブルの長さは、3m 以下でご使用ください。
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項目 仕様
・	 イーサーネットコネクタ

カテゴリ６以上のイーサーネットケーブルを使用し、ケーブルの片側 ( 本体側 ) にフェライト
コア (TDK　ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) を取り付けてください。
ケーブルの長さは、3m 以下でご使用ください。

・	 電源ケーブル
電源ケーブルの片側 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK　ZCAT2035-1330、横河部品：
A1179MN) を取り付けてください。

・	 GO/NO-GO/ALARM/REMOTE 入出力端子
ツイストペア線を使用し、一方のケーブルを入出力端子に、もう一方のケーブルを端子内の
機能接地端子に接続してください。また、ツイストペア線の片側 ( 本体側、2 本まとめたかた
ちで ) をフェライトコア (TDK　ZCAT1325-0530A、横河部品：A1181MN) に 2 回通して取り
付けてください。
ケーブルの長さは、3m 以下でご使用ください。

・	 モジュールに接続するプローブ
701904 には、ケーブルの片側 ( 本体側 ) にフェライトコア (TDK　ZCAT2035-0930A、横河部品：
A1190MN) を取り付けてください。
モジュールに接続するプローブには、ケーブルの片側 ( 本体側 ) をフェライトコア (TDK　
ZCAT2035-0930A、横河部品：A1190MN) に 2 回通して取り付けてください。

2 回通した例

イミュニティ 適合規格
EN61326-1  Table 2 ( 工業立地用 )、EN61326-2-1

入力モジュールに測定リードやプローブを接続したり、本機器と測定対象を接続した場合、
イミュニティの要求事項を満たさなくなる可能性があります。その場合には、使用者が適切
な対応を講ずることが必要となることがあります。

�イミュニティ環境における影響度 ( 判定Ａ条件 )
ノイズ増加

701250：	≦± 5mV( 入力 1：1、50mV レンジ換算 )
701251：	≦± 3mV( 入力 1：1、10mV レンジ換算 )
701255：	≦± 25mV( 入力 1：1、50mV レンジ換算 )
701267：	≦± 30mV( 入力 1：1、200mV レンジ換算 )
701261：	≦± 3mV
701262：	≦± 3mV
701265：	≦± 0.05mV
701270：	≦± 100µSTR( ± 100µV 相当、ゲージ率＝ 2、ブリッジ電圧＝ 2V 時 )
701271：	≦± 100µSTR( ± 100µV 相当、ゲージ率＝ 2、ブリッジ電圧＝ 2V 時 )
701275：	≦± 25mV( 入力 1：1、100mV レンジ換算 )
701281：	仕様内
720210：	≦± 30mV( 入力 1：1、100mV レンジ換算 )
720211：	≦± 30mV( 入力 1：1、100mV レンジ換算 )
720250：	≦± 5mV( 入力 1：1、50mV レンジ換算 )
720266：	≦± 0.05mV
720268：	≦± 300mV( 入力 1：1、500mV レンジ換算 )
720281：	仕様内

試験条件
701250：	�10MS/s、エンベロープモード、500mV レンジ、入力フィルタなし、プローブ

(700929(10：1)) の先端を短絡
720250：	�10MS/s、エンベロープモード、500mV レンジ、入力フィルタなし、プローブ

(700929(10：1)) の先端を短絡
701251：	�1MS/s、エンベロープモード、100mV レンジ、入力フィルタなし、プローブ

(700929(10：1)) の先端を短絡
701255：	�10MS/s、エンベロープモード、500mV レンジ、入力フィルタなし、プローブ

(701940(10：1)) の先端を短絡
701267：	�100kS/s、エンベロープモード、2V レンジ、入力フィルタなし、ケーブルの先端を

短絡
720268：	�1MS/s、エンベロープモード、500mV レンジ、入力フィルタなし、701904 の先端

を短絡
701261：	�100kS/s、エンベロープモード、50mV レンジ、入力フィルタなし、3m 長のツイス

トペアケーブルの先端を短絡
701262：	�100kS/s、エンベロープモード、50mV レンジ、入力フィルタなし、3m 長のツイス

トペアケーブルの先端を短絡

7.7　一般仕様
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項目 仕様
701265：	�100kS/s、エンベロープモード、1mV レンジ、入力フィルタなし、3m 長のツイスト

ペアケーブルの先端を短絡
720266：	�100kS/s、エンベロープモード、1mV レンジ、入力フィルタなし、3m 長のツイスト

ペアケーブルの先端を短絡
701270：	�100kS/s、エンベロープモード、500µSTR、ゲージファクタ：2.0、 入力フィルタなし
		  701955 ブリッジ電圧：2V
		  701956 ブリッジ電圧：10V
701271：	100kS/s、エンベロープモード、500µSTR、ゲージファクタ：2.0、 入力フィルタなし
		  701957 ブリッジ電圧：2V
		  701958 ブリッジ電圧：10V
701275：	�100kS/s、エンベロープモード、500mV レンジ、入力フィルタなし、プローブ

(700929(10：1)) の先端を短絡
701281：	�1MS/s、エンベロープモード、Frequency、1Hz/div、入力フィルタなし、User( ± 1V、

スレショルドレベル：0V、
		  ヒステリシス：± 1％ )、プローブ (700929(10：1)) の先端を短絡
720281：	�1MS/s、エンベロープモード、Frequency、1Hz/div、入力フィルタなし、User( ± 1V、

スレショルドレベル：0V、
		  ヒステリシス：± 1％ )、プローブ (700929(10：1)) の先端を短絡
720210：	�100MS/s、エンベロープモード、1V レンジ、入力フィルタなし、プローブ (700929(10：1))

の先端を短絡
720211：	�100MS/s、エンベロープモード、1V レンジ、入力フィルタなし、プローブ (700929(10：1))

の先端を短絡
試験項目

1.	静電気放電 EN61000-4-2
気中放電± 8kV、接触放電± 4kV、判定 B

2.	放射イミュニティ EN61000-4-3
80M ～ 1GHz、1.4G ～ 2GHz、10V/m
2GHz ～ 2.7GHz　3V/m
判定 A

3.	伝導イミュニティ EN61000-4-6
3V、判定Ａ

4.	高速過渡バースト EN61000-4-4
電源ライン± 2kV、信号ライン± 1kV、判定 B

5.	電源周波数磁界 EN61000-4-8
30A/m、50Hz、判定 A

6.	雷サージイミュニティ EN61000-4-5
線間± 1kV、コモン± 2KV、判定 B

7.	電圧ディップ & 瞬停 EN61000-4-11
1 サイクル、100%、判定 A
10 サイクル、60%、判定 A
25 サイクル、30%、判定 A
250 サイクル、100%、判定 C

判定条件の定義
判定 A：試験中、上記「イミュニティ環境における影響度」を満たします。
判定 B：�試験中、機能の停止または制御不能になりません。動作モードが変わったり永続的な

データの変化がありません。
判定 C：機能の一時的喪失 ( 測定停止など )、操作者の介入で正常復帰

環境規格 *5 欧州 RoHS 指令適合 *6

*1		� 本機器にモジュール 701260 を挿入した場合、本機器は安全規格 EN61010-1:2010、EN61010-2-030:2010 には適合しません。
*2		� 過電圧カテゴリは、過渡的な過電圧を定義する数値であり、インパルス耐電圧の規定を含んでいます。I は、耐電圧制御が用

いられている回路から給電される電気機器に適用されます。II は、配電盤などから配線された壁コンセントなどの固定設備
を通じて給電される電気機器に適用されます。

*3		� 本機器の測定入力端子の測定カテゴリ (CAT) は、挿入されているモジュールによって異なります。モジュールの仕様に合っ
た測定カテゴリ内での測定に本機器を使用してください。モジュールの仕様を超えた測定カテゴリでは、本機器を使用しな
いでください。 各測定カテゴリの適用範囲は次のとおりです。

		�  測定カテゴリなし O(Other) は、主電源に直接接続していない回路の測定に適用されます。コンセントからトランスなどを経
由した機器内の 2 次側の電気回路の測定に適用されます。モジュールの仕様が測定カテゴリなし O の場合、測定入力端子へ
の印加が予想される過渡的な過電圧は 1500V です。

		  測定カテゴリ II は、家庭用電気製品や携帯電気工具など、低電圧設備に直接接続された回路の測定に適用されます。
		  測定カテゴリ III は、配電盤や回路遮断器など、建造物設備の回路の測定に適用されます。
		  測定カテゴリ IV は、建造物への引き込み線やケーブル系統など、低電圧設備への供給源の回路の測定に適用されます。
*4		� 汚染度とは、耐電圧または表面抵抗率を低下させる固体、液体、気体の付着の程度に関するものです。汚染度 2 は通常の室

内雰囲気 ( 非導通性汚染 ) のみに適用されます。

7.7　一般仕様
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*5		 欧州圏以外の環境規制 / 規格の適合については、お近くの横河オフィスまでお問い合わせください (PIM 113-01Z2)。
*6		 本機器に次のモジュールを挿入した場合、本機器は欧州 RoHS 指令 ( 環境規格 ) には適合しません。

MODEL( 形名 ) 名称
720210 高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール
701250 高速 10MS/s 12 ビット絶縁モジュール
701260 高圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )
701267 高圧 100kS/s 16 ビット絶縁モジュール (RMS 付 )
701280 周波数モジュール
701281 周波数モジュール

7.7　一般仕様
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7.8 外形図

SL1000 本体
単位 : ｍｍ

319 

20
 

15
4 

350 28.5 

背 面 図

1314±5

指示なき寸法公差は、± 3%( ただし 10mm 未満は± 0.3mm) とする。
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付録

付録 1	イーサネット通信で使われている TCP と UDP の
ポート番号について

本機器のイーサネットインタフェースを介した通信で使われている TCP と UDP のポー
ト番号は、次のとおりです。

本機器で使用している TCP のポート番号
ポート番号 内容 機能
20 File Transfer [Default Data] FTP サーバ
21 File Transfer [Control] FTP サーバ
25 Simple Mail Transfer Protocol SMTP クライアント
111 VXI-11 イーサネット経由の本機器の制御
1024
1025

本機器で使用している UDP のポート番号
ポート番号 内容 機能
67 Bootstrap Protocol Server DHCP クライアント
68 Bootstrap Protocol Client ( 待ち受けポート )
123 Network Time Protocol SNTP クライアント
111 VXI-11 イーサネット経由の本機器の制御
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T	 ページ
TCP のポート番号........................................................................................... 付 -1
TRIG'D インジケータ.........................................................................................1-3
TRIG IN.......................................................................................................................5-2
TRIG OUT..................................................................................................................5-3

U	 ページ
UDP のポート番号.......................................................................................... 付 -1
USB...............................................................................................................................2-5
USB-PC 接続............................................................................................................7-3
USB インタフェース..........................................................................................4-1
USB で接続する....................................................................................................4-1
USB ポート..............................................................................................................4-1

X	 ページ
Xviewer......................................................................................................................2-5

ア	 ページ
アクイジションソフトウエア......................................................................2-5
アクイジションメモリ.....................................................................................2-5
アクセサリ................................................................................................................. vi
アラームアイコン...............................................................................................1-5
アラーム出力.........................................................................................................7-2
アラーム出力端子..................................................................................... 1-2, 5-5
アンプ内蔵型加速度センサ........................................................................3-29

イ	 ページ
イーサネット............................................................................................... 2-5, 7-3
イーサネットインタフェース......................................................................4-2
イーサネットで接続する................................................................................4-2
イーサネットポート..........................................................................................1-2
異常時の対処方法...............................................................................................6-1
位相補正................................................................................................................3-21
位相補正用信号.................................................................................................3-22
一般仕様...................................................................................................................7-4
インジケータ.........................................................................................................1-1

エ	 ページ
エラーコード.........................................................................................................6-2
エラー情報..............................................................................................................1-5
エラー表示画面....................................................................................................1-4

オ	 ページ
オンライン動作....................................................................................................2-5

カ	 ページ
外形図........................................................................................................................7-8
外部クロック入力...............................................................................................7-2
外部クロック入力端子........................................................................... 1-1, 5-1
外部トリガ入力....................................................................................................7-2
外部トリガ入力端子................................................................................ 1-2, 5-2
外部入出力部.........................................................................................................7-2
加速度センサ......................................................................................................3-29
形名................................................................................................................................ iii
カバーパネル.........................................................................................................1-1
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数字	 ページ
3 極 -2 極変換アダプタ.................................................................................3-11
1000BASE-T ポート.............................................................................................4-2

A	 ページ
ALARM.......................................................................................................................5-5

C	 ページ
COMP 出力..............................................................................................................7-3

D	 ページ
DIP スイッチ...........................................................................................................1-2
DISPLAY キー............................................................................................... 1-3, 1-4

E	 ページ
EXT CLK IN................................................................................................................5-1

F	 ページ
FTP 接続....................................................................................................................2-6

G	 ページ
GO/NO-GO 出力...................................................................................................7-2
GO/NO-GO 出力端子............................................................................... 1-2, 5-9
GO/NO-GO 判定...................................................................................................5-9
GO OUT..................................................................................................................5-10
GO アイコン...........................................................................................................1-5

H	 ページ
HDD FULL アイコン...........................................................................................1-5
HDD アクセスアイコン...................................................................................1-5

I	 ページ
IP アドレス..............................................................................................................1-5

M	 ページ
Measure アイコン...............................................................................................1-5
MODEL.......................................................................................................................... iii

N	 ページ
No.................................................................................................................................... iii
NO-GO OUT.........................................................................................................5-10
NO-GO アイコン..................................................................................................1-5

P	 ページ
PC 接続用 USB コネクタ..................................................................................1-1
POWER インジケータ.......................................................................................1-3

R	 ページ
REMOTE.....................................................................................................................5-7
Remote アイコン.................................................................................................1-5

S	 ページ
START/STOP キー....................................................................................... 1-3, 4-6
SUFFIX........................................................................................................................... iii
SYNC IN..................................................................................................................5-11
SYNC OUT.............................................................................................................5-11
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キ	 ページ
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機能接地端子.........................................................................................................1-1

ク	 ページ
グループ ID................................................................................................... 1-5, 4-4

ケ	 ページ
計器番号............................................................................................................. iii, 1-5

コ	 ページ
交換推奨部品.........................................................................................................6-4
工場出荷設定.........................................................................................................1-2
高速 100MS/s 12 ビット絶縁モジュール...............................................3-9
コンピュータインタフェース......................................................................7-3

シ	 ページ
システムエラー....................................................................................................6-3
システムエラーアイコン................................................................................1-5
システム構成.........................................................................................................2-1
実行エラー..............................................................................................................6-2
周囲温度...................................................................................................................3-4
周囲湿度...................................................................................................................3-4
周波数モジュール............................................................................................3-31
周波数モジュールの LED.............................................................................3-10
仕様コード................................................................................................................. iii
使用上の注意.........................................................................................................3-1
消費電力................................................................................................................3-11
信号の流れ..............................................................................................................2-3
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ス	 ページ
スタンドアロン動作..........................................................................................2-5
ステータスアイコン..........................................................................................1-5
ステータスメッセージ.....................................................................................6-2
ストレージ..............................................................................................................7-1

セ	 ページ
設置姿勢...................................................................................................................3-3
設置条件...................................................................................................................3-4
設定エラー..............................................................................................................6-2
専用ソフトウエア...............................................................................................2-5

ソ	 ページ
操作キー...................................................................................................................1-1
測定入力部..............................................................................................................7-1
測定リード...........................................................................................................3-23
測定をスタートする..........................................................................................4-6
測定をストップする..........................................................................................4-6

タ	 ページ
単独運転......................................................................................................... 2-7, 4-4

チ	 ページ
チャージアンプ.................................................................................................3-30
チャージコンバータ.......................................................................................3-30

ツ	 ページ
通信パラメータ表示画面................................................................................1-4

テ	 ページ
定格電源周波数.................................................................................................3-11
定格電源電圧......................................................................................................3-11
底面脚用ゴム.........................................................................................................3-3
電荷出力型加速度センサ.............................................................................3-30
電源コード...........................................................................................................3-11
電源スイッチ......................................................................................................3-12
電源スイッチの OFF.......................................................................................3-12
電源スイッチの ON.........................................................................................3-12
電磁ピックアップ............................................................................................3-32
電流プローブ......................................................................................................3-18

ト	 ページ
同期アイコン.........................................................................................................1-5
同期運転....................................................................................2-7, 4-4, 5-11, 7-3
同期項目...................................................................................................................2-8
同期出力コネクタ...................................................................................1-2, 5-11
同期接続ケーブルの接続.............................................................................5-12
同期入出力..............................................................................................................7-2
同期入力コネクタ...................................................................................1-2, 5-11
同期待ちアイコン...............................................................................................1-5
トリガ出力..............................................................................................................7-2
トリガ出力端子.......................................................................................... 1-2, 5-3

ナ	 ページ
内蔵ハードディスクドライブ......................................................................7-1

ニ	 ページ
入力モジュール.......................................................................................... 2-4, 3-6
入力モジュール装着スロット......................................................................1-1

ネ	 ページ
熱電対.....................................................................................................................3-25

ヒ	 ページ
ひずみゲージの接続.......................................................................................3-26
ひずみモジュール............................................................................................3-26
日付・時刻..............................................................................................................1-5
表示部........................................................................................................................7-1

フ	 ページ
ファイルエラー....................................................................................................6-3
付属品........................................................................................................................... iv
ブリッジヘッド.................................................................................................3-26
ブリッジヘッドの接続..................................................................................3-26
プローブ................................................................................................................3-14
プローブの位相補正...........................................................................3-21, 3-22
プローブの接続.................................................................................................3-14
プローブパワー出力..........................................................................................7-3
プローブ補償信号出力端子...........................................................................1-1
プローブ用電源端子..............................................................................1-1, 3-19
ブロック図..............................................................................................................2-2
フロントパネル....................................................................................................1-1

モ	 ページ
モジュール......................................................................................................... v, 3-6
モジュール状態アイコン................................................................................1-5
モジュール状態表示画面................................................................................1-4
モジュールの装着方法.....................................................................................3-8
モジュールの取り外し方法...........................................................................3-8
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ユニット ID................................................................................................... 1-5, 4-4

リ	 ページ
リアパネル..............................................................................................................1-2
リチウム電池......................................................................................................3-13
リモート状態.........................................................................................................2-5
リモート入力端子..................................................................................... 1-2, 5-7

レ	 ページ
レーザー製品を安全にご使用いただくために...................................3-9
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ロ	 ページ
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保証書

計器番号*

ご購入日*　　　　　　　年　　　　　月

保証期間　ご購入日より3年間

形名 720120

お願い
本保証書の内容はアフターサービスの際必要となります。お手数でも * 印箇所ご記入の
うえ、本器の最終御使用者のお手許に保管してください。
修理をご依頼される場合は、形名、計器番号、ご購入日をご連絡ください。

保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は下記に記載の保証規程により
無償で修理いたします。

本保証書は日本国内でのみ有効です。
(This warranty is valid only in Japan.)

保証規程
保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。
但し、下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

記
(1) 不適当な取扱いまたは使用による故障、または損傷。
(2) 設計仕様条件をこえた取扱いや使用または保管による故障、または損傷。
(3) 電池、ヒューズ等の消耗品および自然消耗部品の補充。
(4) 当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障、または損傷。
(5) 火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本器以外の理由による故障、または損傷。
(6) その他当社の責任とみなされない故障、または損傷。

以上
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